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序

飯田市上久堅地区は、飯田市の中心街から天竜川をはさんで南西の方向約8節の伊那

山脈の山麓部に発達 した旧上久堅村にあたる。

地区内には鋼田市指定史跡の神之峯城跡が存在 し、中世末から戦国時代においては、当

地方一帯を治めた豪族知久氏の拠点となった地である。また、近世においては重要な民

間信仰の一つであった秋葉山参詣の道であり、信州から遠州への主要な経済的交通路と

しての秋葉街道筋の地区として、特に街道筋の難所の 1つであった小川路峠の麓に発達

した宿場 として繁栄をみた。

しか し、多様化する近年の社会情勢の変化する中で過疎化傾向の進む地として、地区

及び行政的な対応により活性化の望まれる地区となっている。

また、地区内における主要産業は農業及び林業経営によるものであるが、そのうち農

業については、山間地帯であるという地形的条件により狭小な単位による耕地が主体 と

なっており、将来においてより有効な生産向上のため耕地の単位面積拡大等の改良事業

の促進は緊急な課題となっていた。

それにより、今回原平、柏原地区における水田の構造改善事業が実施されることにな

り、たまたまその範囲内に埋蔵文化財包蔵地北田遺跡が所在 しており、事前に記録保存

のため発掘調査を飯田市教育委員会が実施 した。

調査着手前の予想では、小規模な集落跡程度の遺跡と判断され、短期間の調査で終了

の見込みであったが、調査進行とともに飯田市においても最大級の遺跡であり、発見さ

れた文化財の内容も極めて貴重なものが多 く、今後の歴史研究に果す役害Jは多大である

といえます。

また調査実施中及び終了後において上久堅の人々による自分達の祖先の残 した文化遺

産を是非残 したいという切望の念と実践による成果として、調査地に隣接 して復元家屋

2棟の建築と公園の整備がなされたことは、飯伊地区に例のない大古の人々の生活を体

験する場所として、学校教育及び社会教育におけるかけがえのない郷土学習、歴史学習

の施設として位置づけられるものであり、将来にわたって保存・ 活用されるに至ったこ

とは望外の喜びです。

飯田市教育委員会

教育長  福島 稔



例 口

1.本書は、農村総合整備モデル事業・ ほ場整備工事に関する飯田市上久堅北田地区の

工事に先立ち実施 した「北田遺跡」の緊急発掘調査報告書である。

2.発掘調査は、飯田市教育委員会が調査団を編成 して実施 した。

3.本書の発掘調査に関 し、調査着手前の諸手続上は「中宮原遺跡」として扱ったが、

地字等の状況か ら「北田遺跡」として統一 して掲載 した。

4.調査実施にあたり、50卸 四方の大区画、 2π四方の小区画に分割 して作業を行なっ

た。大区画は、南西端から西方へ向ってA・ B:C～ 、北方へ向って 1。 2・ 3～ と

した。小区画は、大区画内の南西端を基点に北方へα 。わ。θ～、西方へ 1。 2。 3

～とした。小区画の呼称はAl b15:C2θ 20な どとなる。

4.発掘調査は、昭和61年に実施 し、整理作業は昭和62年度に実施 した。

5。 本書に掲載 した資料に関 し、整理不十分な点が若干あり、遺物実測図については、

別冊として刊行することとした。

6.本書の執筆は、調査員が分担 して行ない、文責は文末に記 した。

7.本書に関連 した遺物及び図面類は飯田市教育委員会が管理 し、飯田市上川路飯田市

考古資料館で保管 している。
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I 経    過

1.調査に至るまで

現地は飯田市上久堅原平及び柏原に所在 し、戦前か ら地元の人々の間では土器や石器の出る場

所として知 られていた所であり、昭和54年に農道拡幅工事を実施 した際に縄文時代中期の土器が

発見され遺跡として登録された。

その後、地元耕作者の要望を受け飯田市農政部局により、昭和61・ 62年度事業として農村総合

整備事業 として、水田の規模拡大を主とする構造改善事業の実施が計画 0立案され、遺跡の破壊

が懸念されるに至った。

その計画に基づき、昭和60年 8月 に飯田市農政部局と飯田市教育委員会との間で協議を行い、

それにより、遺跡は山間部の尾根上に立地する小規模な縄文時代の集落遺跡と考えられ、調査後

開発されることは、やむを得ないと判断の上、事前に発掘調査 して記録保存することとなった。

発掘調査は、長野県教育委員会の指導の元で飯田市教育委員会が調査実施機関として、文化庁

の補助金を受けて事業実施することとなった。

飯田市教育委員会では調査実施にあたって、日本考古学協会員で長姫高校教諭の岡田正彦先生

を調査団長として調査団を編成 し、昭和61年 5月 に調査を開始 した。      (ノ lヽ林正春 )

2.調 査 の 経 過

事前の協議、調整を受け、昭和61年 5月 26日 に資材を現地に運搬 し、翌27日 に天幕を設営 し、

引き続き試掘調査を開始 した。

事業実施範囲は、全体で約46,000″、遺跡の範囲と考えられる尾根上部分のみでも約 11、 000″

と広大であり、調査対象範囲全体を50π 四方の大区画に分け、さらにその中を 2π 四方 625区画

に分割 し、土地区画の状況により若千の差はあるが、ほぼ20π 間隔で試掘調査 し、遺構分布状況

の把握に努めた。

試掘調査着手 2日 目の28日 には早 くも住居址の存在が確認され、出土遺物 も多 く当初予想をは

るかに越える大遺跡であることが推測されるに至った。

相当数の住居址が分布することが判断されたのを受け、人力による試掘調査と併行 して、重機

によるトレンチ調査により、早期に全体にわたる遺構分布状況を把握することとし、 5月 30日 に

ミニバ ツクホーを導入 しての調査となった。
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人力及び重機による試掘調査の結果、調査対象としたほぼ全域に住居址等の遺構が分布するこ

とが確認され、それを受けて 6月 2日 から重機による拡張作業を行ない、面的な調査を行なうこ

ととした。

重機による表土剥ぎ作業を完了 した箇所か ら順次遺構の検出作業を行ない、 6月 7日 の段階で

竪穴住居址は縄文時代早期か ら古墳時代後期にかけて35軒を数えるに至った。

6月 11日 には住居址等の遺構掘 り上げ作業を開始 し、その後、順次掘 り上げ、写真撮影、図化

作業等を実施 し、 8月 25日 現地での作業を一応終了 した。

結局、調査範囲は約5,000イ にわたったが、その外側の調 査未了部分においても遺構の存在す

る可能性が大であり、事業実施時において、削平工事のなされる範囲及び、道路敷部について 9

月24日 から追加調査を行ない 9月 28日 にすべての調査を完了した。

その間、 9月 1日 は文化庁文化財保護部記念物課伊藤文化財調査官の来飯をあおぎ直接現地で

の御指導をいただき、県教育委員会文化課からも再三にわたり、直接、間接のご指導をいただい

た。                            1

また、調査期間中に上久堅小学校児童をはじめ多数の見学者が来訪 し、 8月 14日 には、現地で

の見学説明会を実施 し700余 名の見学者が訪づれ地域の人々の文化財に対する理解を深めるに大

きな意味を持つものであった。

そうした地域の人々による文化財愛護の結果として、その後上久堅地区内から遺跡の一部で も

良いからそのまま残して後世に伝えられないかとぃぅ声が強 くなり、種々の協議を経て、調査箇

所に隣接する北側の本事業対象外である桑園を購入 し、復元家屋を造 り、公園化 して後世に伝え

ることとなり昭和62年度上久堅地区全戸の協力により北田遺跡公園として整備され後世に伝えら

れることとなった。

その後、現地での作業結果をお、まえ、61年の秋以降は現地作成図面の整理、遺物の水洗いなど

の基礎的な作業を行なった。

昭和62年度には、部分的な現地調査及び前年度実施の基礎的な作業の後を受け、出土遺物の注

記、復元作業、図面類の整理等報告書作成のための室内での作業を行なった。  (ノ Jヽ林正春 )

3.調 査 組 識

調査団

調 査 団 長

調査担当者

調 査 員

岡田 正彦  (飯田長姫高校教諭)

小林 正春  (飯田市教育委員会 )

清水与智光  (飯田市上久堅村誌編纂委員)

佐々木嘉和  (飯田市座光寺)

佐合 英治  ( ″ 毛賀)
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桜井 弘人  (飯田市丸山町昭和61年度 )

山下 誠一  ( ″ 下久堅  ″  )

吉川  豊  (飯田市教育委員会 )

馬場 保之  (飯田市教育委員会)

作業員  内山かよ 内山博人 大島利男 岡島定治 小笠原亀人 木下博 桐生久子

後藤久子 田中静子 田中久子 橋爪亀次 多田井初美 筒井功 原小夜子

深尾由香 山口明子 吉川千恵 若林太吉 長谷部手折 大日方富士子

池田幸子 木下玲子 櫛原勝子 武田恵美 唐沢古千代 丹羽由美 牧内八代
｀

小平不二子 川上みはる 宮内真理子 吉川紀美子 吉沢佐紀子 松本恭子

吉川悦子

事務局

事務局長  塩沢 正司  (飯 田市教育委員会社会教育課長)

事務局員  池田 明人   (    ″   社会教育課文化係長)

小林 正春   (   ″   社会教育課文化係)

吉川  豊   (    ″       ″    )

馬場 保之   (   ″       ″   62年 度)

土屋 敏美   (   ″   庶務課 )

協 力 者  上久堅自治協議会

上久堅村誌編纂委員会

上久堅公民館                        (小 林正春)
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境環と地工二

1.自 然 的 環 境

飯田市上久堅は天竜川の東、伊那山脈の西麓に位置し、1天竜川の形成 した上位段丘面で準平原

地形の丘陵 (標高 650～ 900π )を つくり、その上に「伊那層」をのせている。その丘陵面を玉

川・細田川 。卯月川等の小河川が浸蝕 して、竜東山地の独特な地形をつ くっている。

北田遺跡は、地区内の柏原・ 中宮原の 2地区にまたがった位置にあり、県道手塚原―米川飯田

線の西方にあたる。

伊那山脈から西方に伸びた稜線の一っが堀切川 |「 面 して緩傾斜面を成 して終息する地が北田遺

跡である。遺跡の北側はその堀切川に面 して10数 πの急崖となって区切 られ、西方は旧河道 もし

くは断層活動による凹地となり比高差 10π程を測る。また南側は、西方の凹地に向って観音丘陵

との間に浅い浸食谷となり凹地が形成される。結局、北田遺跡は伊那山脈の山裾が巾約 100π の

舌状台地となって終息 し、東を除く三方からは独立丘的な高まりを持つ位置といえる。

現在の北田遺跡の土地利用状況は、北端の一部に桑園他の畑地があるが大半は水田となってい

る。 しか し、今の土地利用の姿が形成されたのは中世以降の用水路整備後のことと考えられ、本

来は自然の水害等を受けにくい地形であったといえる。

西方にある凹地は、自然湧水により全体が湿地となり、水田として利用されているが、ここの

水田化の時期はかなり古いことが推測され、少なくとも北田遺跡に住居址等のみられる弥生時代後

期には水田としての活用がなされていたと考えられる。

次に当地の気象状況について「下伊那誌気象編」でみると、昭和28～ 40年の平均気温が 0.7℃、

最暖月の 8月 の平均気温は24.0℃ となっており、飯田と比べて平均気温で 07℃ と低 く、標高差

によるものと思われる。また、上久堅中学校の資料によると、年降水量は1666mと なっており、

最高月は 6月 の 280硼、最低月は12月 で56爾 である。これをみると郡全体の中では、降水量は少

なく、乾燥地域に属 している。風向は季節や微地形により異なるも、四季を通 じて西寄りの風が

強く、また日照時間もいろいろの条件により地域差はあるが比較的長い地域である。

北田遺跡の所在する位置が具体的にどのような気象条件下にあったかは不明であるが、四囲に

高所のある盆地状の中に西面する独立丘的な地形は、日照時間も長 く、風当りもさほどではない

といえる。

以上のように自然環境上からみて、北田遺跡は人類の居住に適 した場所であったといえよう。
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2.上 久堅の考古学的調査

飯田市上久堅の考古学的調査の黎明は、大正時代末年である。大正10～ 11年 にかけて、下伊那

教育会は郡下の考古学的調査を実施するに当たり、市村咸人氏を事実上の責任者 とし、上久堅地

区には小学校教諭の折山守国氏を調査委員とした。その成果は、大正13年刊行の鳥居龍蔵著「下

伊那の先史及原始時代図版」に詳 しい。それには上久堅の遺跡及び古墳として12箇所が記載され

たほか、中宮遺跡 (現在の上平遺跡)の遠景写真と北ノ入遺跡及び鬼釜古墳出土の遺物写真と実

測図が掲載されている。ちなみに遺跡名称を列挙すると、下平 。神之峯 。中宮 。上平 。堂平 。北

ノ入 。総三坂 。小野子 。落倉遺跡と塚穴 。鬼釜 。杢禅古墳である。

戦後になると、昭和27年、市村咸人 。大沢和夫両氏を中心に、「下伊那史第二 。三巻」の資料

収集のため編纂委員が郡下の古墳を歩き、当地区にも来訪 して 3基 の古墳を確認 した。それは昭

和30年干J行の市村咸人編「下伊那史第二巻歴史時代下」に掲載されている。翌年、「信濃史料第

一巻上 。下」が刊行され、新たに卯月山 。蛇沢遺跡が加わり11遺跡 3古墳の名称が記載された。

昭和35年頃か ら中宮の田中英伍氏は自宅周辺の下平遺跡の北端にあたる畑か ら、縄文時代中期に

想定される石鏃12点を表採所蔵 していたが、これを岡田が昭和39年「伊那」10月 号の「談話室」

欄で紹介 している。また昭和42年刊行の「全国遺跡地図長野県版」にも11遺跡 3古墳はそのまま

掲載されている。

昭和54年 になると、「長野県史考古編」、「下 伊那史第一巻」編纂のため分布調査が岡田に

よってされ、北田 。原平 。明賀塚 。興禅寺 0桐山 0十二間遺跡と城山古墳が新たに発見された。

この成果は昭和56年刊行の「長野県史考古資料編全一巻 (―)遺跡地名表」に、17遺跡 4古墳と

して登録されている。但 し、城山古墳はその後土砂の崩壊により遺構の構築状況が判明し、江戸

時代の石室であることが明確になったため、昭和59年、岡田は「伊那」 7月号に「飯田市上久堅

小野子の役行者石像小考―一城山古墳存在否定に関連 して一―」のレポー トを発表 し、県史所載

の城山古墳の存在を否定 したのである。さらに昭和57年 には長野県教育委員会の要請により「長

野県の城館跡」編纂のための分布調査を岡田が行ない、神之峯城跡以外に小野郷城跡及び茶日山

城跡を報告 した。これは昭和58年刊行の「長野県の中世城館跡分布調査報告書」に詳 しい。但し、

茶臼山城は小規模のため掲載されていない。またこの年、「全国遺跡地図長野県版改訂版」が刊

行されたが、最近の調査成果を盛り込んでいないため、14遺跡 3古墳 しか記載されず、 しかも大

字名や名称の間違いが多く問題を残 した。昭和58年版に追加された 3遺跡は、原平 。越久保遺跡

と神之峯城跡である。

昭和61年になると、本書に関する柏原の北田遺跡一帯の農業構造改善事業が行なわれることに

なり、事前の記録保存のための発掘調査が、 5月 から9月 にかけて実施され多大の成果をみるに

至った。調査の結果、縄文時代早期深鉢形土器 。土師器 。須恵器 。石製紡錘車 。鉄製鋤先 。刀子
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等が発見されている。この北田遺跡の発掘調査が、

術調査であったことは特記すべきである。その後、

2号古墳の発掘調査が行なわれた。

上久堅地区における本格的なしかも最初の学

同年10月 、北田遺跡に隣接する塚穴第 1号 。

(岡 田正彦)

3.歴 史 的 環 境

飯田市上久堅所在の遺跡は、一般遺跡17箇所、古墳 4基、中世の城跡 3箇所の合計24遺跡であ

る。一般遺跡を時代別にみると縄文時代 14、 弥生時代 1、 古墳時代 1、 奈良・平安時代 1、 中世

2、 近世 2を数えるが単純遺跡が多 く、複合遺跡は少ない。特に正式な学術調査がなされなかっ

たため、表採遺物 1点の発見で遺跡としておさえられたものもあり、17箇所の一般遺跡中12箇所

は縄文時代、他の 2箇所は中世 。近世の単純遺跡である。複合遺跡は中 。近世の陶器を出土する

原平遺跡、縄文時代中期土器片及び打石斧と平安時代の土師器片が発見された杢前地籍を中心と

する上平遺跡があり、本書に掲載 した北田遺跡からは縄文 。弥生 。古墳時代の遺構 。遺物が発見

されている。

上久堅の歴史的変遷を概観 してみると、現在のところ 1万年以前の旧石器時代の遺跡 0遺物は

ない。上久堅の最古の文化は、約8000年前の縄文時代早期に比定される。それは北田遺跡の発掘

調査により判明 したものである。次の縄文時代前期の確実なる遺跡はないが、北田遺跡から中期

初頭の土坑及び遺物が出土 している。

約4500年前の縄文時代中期後半の大集落址として本遺跡及び興禅寺遺跡があり、この外中宮の

中宮原 。森の北ノ入 。惣三坂遺跡も注目しておきたい。この後に続 く3000～4000年前の縄文時代

後期の遺物は小野子遺跡から出土 した若千の土器片のみである。また縄文時代最終末の晩期遺跡

は森の北ノ入遺跡があり、若千の遺物が表採されている。このようにみると、縄文時代早期に柏

原地籍に定着 した文化は、中期以降、上久堅の全地域に拡散 し、後期 。晩期で衰退 したことにな

る。

次の弥生時代の文化が下伊那地方に波及したのは、弥生時代前期末のことであり、水稲耕作の

開始に伴ないその遺跡立地に変化がみられる。弥生時代 600年間は前期 。中期 。後期と三区分さ

れ、上久堅において発見された遺構 。遺物は、今から約1700年前の弥生時代後期後半のものであ

る。それは遺跡検出の 5軒の竪穴住居址とその出土遺物で、土器は中島式土器が主体を占めてい

る。北田遺跡の西方は、約10πの比高差をもつ凹地で旧河道の湿地帯 (現在水田)に なっており

陸耕と共に水稲耕作に立脚 した集落と推定される。

上久堅の古墳時代は上平 。中宮及び柏原地区においてのみその遺構がみられる。当時期を象徴

する古墳は煙滅古墳を含めて 4基 あり、未確認ながら地名から類推される 1基を加えると5基 と

なる。上平地区には上宮原古墳 (別称杢前古墳)があり、今は破壊され、高さ lπの小封土上に
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天丼石 。側壁石が散在する。須恵器片や構築石材からみて、横穴式石室を有する円墳で、その築

造時期は 6世紀後半から7世紀前半に比定される。中宮地区には 2箇所に古墳があり、 1基は

川の西南、久堅神社境内中にある宮ノ原古墳 (別称鬼釜古墳)、 もう1基は玉川の北、観音丘陵

直下の塚穴古墳である。前者は明治25年 頃に発掘調査され天丼石が残存するが、それからみて横

穴式石室をもつ円墳と考えられる。出土遺物は豊富で上久堅小学校に保管されているが、須恵器

や轡等からその築造時期は 6世紀末に比定される。61年に発掘調査 した塚穴第 1号 。2号古墳は

7世紀前半に位置づけられる古墳である。また、柏原の北田遺跡南東県道上段の丘陵上に立地す

る明賀塚は、円墳さながらに盛土の封土 もみられ、地元伝承では塚から土器が出土 したとも言わ

れ、古墳としての可能性が強い。いずれにしろ以上 5基の古墳に埋葬された人達の居住地、すな

わち集落址は一体どこであろうか。全国的な類例からみれば、上宮原古墳 。宮ノ原古墳及び塚穴

古墳の被葬所の居住地は、玉川の西南一帯の平坦地、換言すれば玉川と馬場台地に狭まれた杢前

から久堅神社や興禅寺一帯の水田を中心とする地域と考定 したい。また、明賀塚の前面に展開す

る北田遺跡から、古墳時代後期の竪穴住居址 17軒、建物址24棟が検出されたことは注目したい。

塚穴古墳の後背地にあたり、直接の関係は不明であるがこの集落の存在は当該地区において重要

な意味をもつ。同一集落内における時間的差異は認められるものの、一体、この起伏の激 しい地

域での生産基盤は何であったのか。東日本でも珍 しい古墳時代の建物址の存在は何を意味するの

か。竜東地区で最高地に立地する古墳の被葬者 (豪族)の存在は何を示唆 しているのか。上久堅

の古墳時代の疑間は尽きない。

次の奈良時代の資料は現在発見されていない。 しかしlo00年 前の平安時代の土師器片は上平遺

跡において出土 しており、この時代に居住者がいたことを裏付けている。

中世に入ると当地方は伴野庄の一部であり、神氏系の豪族知久氏が下久堅知久平に居を構えて

一帯を統治 している。室町時代の文亀年間 (1501～ 15“年 )、 知久氏は戦国時代の世相を考慮 し

て、その根拠地を上久堅の神之峯城 (床山城)に移 し、竜東一帯を支配 していたことが、当時の

文献により理解される。その時代を語 る遺物 は原平遺跡に多く散布 し、また中世城館跡を示唆

する地名や遺構も小野郷城跡や卯月山の一角にある茶臼山城跡等により判明 している。さらに知

久氏の建立 した寺院、俗に知久18箇寺中現存するものは、中宮の興禅寺と上平の玉川寺があり、

いずれも古墳時代の集落址を想定 した場所に建立されている。神之峯城が落城するのは天文23

(1554)年、武田信玄による攻撃のためであるが、その後知久氏は再興 し、幾星霜を経て江戸時

代になると喬木村阿島に3000石の旗本として幕末まで隆盛を極めている。

以上みてきたような自然的 。歴史的環境の中に北田遺跡は立地 しているのである。

-10-
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果結査調

遺 構 と 遺 物

1)住 居 址

(1)縄文時代早期

① 30号住居址 (挿図 3)

舌状台地の西端部、調査範囲内としても西端部にあたるD2k5周 辺に検出された。西側壁が傾

斜のため確認できず、確実な全体形とはいえないが 4.6× 4.077bを測る楕円形の竪穴住居址であ

る。東側壁の確認 した最深部は15卸程で、壁は緩傾斜である。床面は全体に中央部に向って緩 く

傾斜するがほぼ水平とい

え、北半部が比較的良好

であり、全体に性格等不

明の小穴が多数認められ

た。それらの小穴が具体

的にどのような性格を有

するか不明といわぎるを

得ないが、このうちいく

つかは上屋を支える柱穴

であった可能性はあるが

後時代にみられる柱穴と

は若千異なり不規則であ

り、定形化 しない家の姿

が推測される。また、そ

れらの小穴とは別に竪穴

のほぼ中央部に土坑11と

した径50m程 の穴があり

内部からは焼けた石や炭

が出土し、内部の土は漆

黒色を呈 し、住居址覆土

挿図 3 KID 30号住居址 ,土坑‖

Q        2.1
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と共通するもので、本住居力とと直接関連する施設と考えられる。具体的な性格の特定は困難であ

るが、焼けた礫・炭の出土などか ら屋内炉の初源的なあり方を示すものかもしれない。

遺物は、土坑11と した穴の周囲に集中して同一個体の土器が床面に密着 して出土 したほかは、

竪穴内全体に散在するという状態であった。なお、遺物の大半は竪穴内部からの出土であるが、

隣接する小竪穴 1と 本住居址の周囲 2～ 3πの遺構外にも若千の遺物が散在 して認められ、遺跡

全体の中で本址を中心とする限られた範囲のみに該期の人々の主たる生活の場があったといえる。

出土遺物には、押型文土器 。横刃型石器・石鏃・特殊磨石・黒曜石やチャー トの剥片石器など

がある。押型文土器はいわゆる大川式に属する凹状の楕円文を施す土器が主体を占め、約 1/2個 体

残存 じ復元できたものもある。それ以外の土器はいずれも少量で、格子目文 。山形文 0楕 円文 。

撚系文などの小破片があるのみである。これ らの出土土器の様相からみて、縄文時代早期の県内

の特徴的な土器型式の 1つ である立野式の段階の住居址として位置づけられる。 (小林 正春 )

(2)縄文時代中期

① 8号住居址 (挿図 4)

調査区北西端中央のD2b10を 中心に検出し、 7014号住居址に切 られる。(51× (励 πの隅丸方形

竪穴住居址と推測され主軸はN43° Eを測る。 壁高は残存部で20～ 30卸 あり、床面は比較的良好

で埋甕蓋石から炉址に向って平坦面を上にして花商岩の割石を幅80卸 の列状に敷いており、敷石

住居の一種 と考えられる。主柱穴は 3本確認 したが、残る 1本は調査土盛の下になってしまった。

炉址は中央からやや奥壁寄りに位置する。石を抜いた痕跡を検出 し石組炉と推測される。炉址の

底部と思われる範囲に土器が重なって入っており敷いたものであろう。南西側壁下中央に蓋石を

持つ埋甕があり、逆位で埋められていた。

遺物は炉址内のものと、埋甕が主体で他の場所からの出土はわずかであった。

土器は器形の知れるものとして、深鉢 4点がありその施文は沈線文と縄文の組合わせによるも

のがほとんどである。石器は横刃型石器・敲打器・台石 。剥片石器などがあり出土量は少ない。

時期は中期後半終末である。 (佐々木嘉和 )
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褐色粘質土

褐色粘質土(黄色土混じり)

黄色粘質土(は り床 )

褐色土(軟 らか く炭小片混じる)

黄色土(プ ロック状に入る)

黄褐色土(掘 り方を切る穴の覆土)

挿図 4K:D8号 住居址

0-:=m

② 19号住居址

(挿図 5)

B l π15を試掘中に、炉址

を検出し周辺を 5.5× 5.7π

広げて調査 した。南西側は旧

水田の境に当り、大きく削り

取られている。上部も地山面

まで耕作や造成により削平さ

れている。全体の1/4程調査で

きたものと考えられる。主軸

方向は炉址と主柱穴の関係か

らN8.5° Wを示すと考えられ

るが、全体の平面形が不明の

ため明確でない。壁は南東側

で 6卸確認 した。床面は比較

的堅いものであるが炉址周辺

と南東側を把握 したのみであ

る。周溝は確認できなかった。

4本主柱穴で、建て替えが行

た。炉址は石組み炉であった

と考えられる。炉なL平面形は

歪み、石が転落 しており大き

な石は抜き取 られている。炉

址底面は堅 くよく焼けている。

遺物はきわめて少ない。形

態不明の土器片と炉址中より

出土 した石皿のほか黒曜石の

石鏃、打製石斧、横刃型石器

などである。

時期は、中期後半であるが

詳細な時期は不明である。

）ヽゾん構〔〔′‐‐‐‐‐‐‐―‐、、、、、、、、、、

鱚鰤一 / 11菫 [兵 [[量こ』[::T

1

2

3

4

5

6
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6

③ 20号住居址

(挿図 5)

19号住居址調査中に確

認 した。19号住居址の北

側 1.5π程の所に、焼土

を多量に含む円形のプラ

ンが検出され20号住居址

とした。平面形、規模、

主車由、主柱穴、周溝等の

施設はすべて不明である。

炉址と判断 した掘込みも

石を抜いたらしい痕跡を

南東側に認めるものの、

いわゆる炉址底 部 に 見

られる焼土の状態と異な

る。また覆土中の焼土の方

が多く、層状に認められ

た部分 もあり土坑であっ

た可能性がある。

遺物は石器のみで、小

形の打製石斧・横刃型石

器・敲打器などがある。

時期は中期後半と思わ

れるが詳細な時期は不明

である。

L t11

挿図 5 KID 19号 020号住居址

④ 21号住居址  (挿図 6)

調査 した範囲のほぼ中央 C2c23を 中心に検出された:土坑 1と 切 り合うが壁のプランと重複 し

ていたため新旧関係は不明である。全体が調査できた。平面形は円形に近い隅丸方形の竪穴住居

址である。規模は4.6× 4.6π を測り、主軸方向はN48° Eを示す。覆土 は炭を含む黒色土であ

る。住居址中央部に厚いレンズ状の堆積を成 し、この層から遺物の出土も多い。壁は北西隅で 9

CFt北東隅で33卸 を測り、比較的ゆるやかな壁面を成す。周溝は東壁下の入□部のみに確認された。

深さ8～24mを 測り、壁より15卸内側に検出された。床面は比較的堅 く良好である。北西壁側は

炉址際から高まりを持つ。高さ4～ 7卸を測る。全体として凹凸はあるものの壁際から炉址に向

-14-



黒色土(炭混じり)

黒褐色土

暗褐色土

―

ミ
黒色土

黄褐色上

| 
―

一

|

Inr

挿図 6 KID 21号住居址

かってゆるやかに傾斜する。主柱穴は 4本で深さ46～ 49cmを測り、直径45～ 65mである。埋甕は

西壁下に確認された。深鉢が正位に埋められており蓋石は取り除かれていた。炉址は住居址中央

から西寄りにある。石を抜いた痕跡が認められ、石組炉であったと判断される。深さ38卸 を測り

比較的ゆるやかに掘り凹められている。焼土は底部のみに認められた。

遺物は炉址周辺に多い。覆土上層から床面密着のものまであり、炉址覆土中からは土偶の頭部

が出土した。遺物の出土量は多い。土偶の頭部のほか、器形の知れる深鉢16点があり、その施文

のほとんどは沈線文と縄文の組合わせによるものである。埋甕に使われていた深鉢と小形の鉢の

-15-



数個体は櫛状工具による浅い沈線との組合わせのものも見られ、小形の鉢の 1つ は口縁部下に把

手状の装飾が付されている。炉址より出土 した土器は頸部を連続刺突 した隆帯で区画し、日縁部

が無文、胴部が隆帯と縄文の組合わせがなされる大形の深鉢である。どの土器 も胎土中に多量の

小石粒が混入している。石器の出土量 もきわめて多く、砥石、乳棒状石斧未製品、小形の打製石

斧、横刃型石器、凹石、敲打器、黒曜石剥片などがある。

時期は出土遺物から中期後半中頃である。

⑤ 22号住居址  (挿図 7)

C2c25を 中心に検出した。北側に23号住居址が隣接する。全体が調査できた隅丸方形の竪穴

住居址である。規模は 5.15× 5.3π を測る。主軸方向はN67° Eを示す。覆土は黒色土のほぼ一

暗褐色土(黄色土少量混じる)

褐色土(黄 色土混じり)

黄色粘質土

挿図 7 KID 22号住居址

-16-
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層である。壁はゆるやかな立ち上りを成 し、南壁側で34卸、北壁側が25mを測る。周溝は住居址

の南側約半分に検出され深さ 3～ 15cmを測る。西壁直下を除き壁下から少 し内側に確認され、西

壁下の端の部分は住居址中央部に向かって直角に 1.2π程掘 られている。床面は全体に凹凸が激

しいが入□部と考えられる西壁下は、きわめて堅 く良好である。北側の周溝が確認でぎなからた

部分は炉址際まで貼床され軟弱である。柱穴は 4本主柱穴であるも南側の 2本は北側の 2本 に比

べやや間隔が狭 く、中間に本住居址に伴うと考えられる穴が検出された。埋甕は西壁下のほぼ中

央に確認 した。入□施設の一部と考えられる深さ40卸の穴に隣接 して深鉢が逆位に埋められてい

た。炉址は住居址中央よりやや東に寄った位置にあり、整った石組炉である。底部まで30卸 を測

り焼土は南東隅部に多量に認められた。炉址と周辺に床面密着遺物が多く、覆土中の遺物 も住居

址中央部からほとんどの土器が出土 した。

遺物は埋甕に使われていた深鉢以外に完形品は無い。頸部から上部に隆帯と縄文による施文、

胴部が沈線文と縄文の組合わせによる施文がなされるものが埋甕 も含め 4点、胴部に刺突文が加

わるもの 1点、無文の底部 2点などである。石器には乳棒状石斧破損品、小形の磨製石斧、打製

石斧、横刃型石器、凹石、砥石、 黒曜石製石鏃、剥片などがあり出土量は多い。

時期は中期後半中頃に位置付けられる。                 (佐 合 英治)

⑤ 23号住居址  (挿図 8)

22・ 30号住居址の間に、掘立柱建物坦L5に切られて確認された。 6.2× 5.577Lの 不整楕円形を

呈する竪穴住居址で、主軸方向 N5.5° Wを示す。床面は凹凸が激 しく、タタキ状をなしており堅

い。壁高は3～26印を測るが、壁と床との境は不明瞭で緩やかな立ち上がりも不明瞭である。周溝は東壁

下で一部検出したにとどまる。柱穴はPl～ P7で、 このうち P4° P5は 入□部 に関係 した施設と思

われる。 P90P10は上面に貼床があり、本住居址より古い穴であろう。P13上部から釣手土器、P3

から深鉢 1個体が出土し、P3° P4か らは硬砂岩製フレイクが多数出土 した。また石皿が炉址脇の

床面上に伏せ られた状態で出土 した。炉址は一側縁のみ炉石が残り、なだらかに凹む掘り方はそ

の脇で最深を測る。炉底にわずかに焼土が認められた。

遺物の出土量は多い。器形の知れるものとして穴から出土 した深鉢と釣手土器がある。釣手土

器は釣手部分に刻みを施 した隆帯により渦巻文、区画文が施文されたもので、深鉢は波状沈線文

を施文した土器である。ほかに施文のわかるもの 6点がある。□縁部に櫛形文、渦巻文が展開 し、

以下蛇行沈線文や平行沈線文の展開するもの、縄文地文の土器などである。また前期および中期

中葉末の土器片が P10か ら出土 している。石器は他の住居址と比較 して多様で、打製石斧、磨製

石斧、石鏃、敲石、縦形石匙、横刃型石器などのほか石皿がある。

時期は出土遺物等から中期後半前段階の住居址である。
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⑦ 24号住居址  (挿図 9)

D lw25を 中心に、9026号住居址に接 し、掘立柱建物址 2に切 られて検出された。 4.9× 4.4

πの規模をもつ不整楕円形の竪穴住居址で、主軸方向はN26°Wを示す。 床面は堅 く締っており

壁はやや緩やかに立ち上がる。壁下に幅広 く掘 られた周溝は、最終段階では壁下に巡 らされたが

その東および南壁下では細 くやや深めとなる。柱穴は Plo P3～ P5と Pl・ P2° P6～ P8の二組の組合

わせがあり、P5の上面が貼床状であったことから4本柱から5本柱に建て替えられたと考えられ

る。なお、穴の覆土は全体に堅い。炉底には土器が大部分内側を上にして敷きつめられている。

土器の下では地山

が厚 く焼土化 して

いる一方土器の隙

間には焼土がない

ことから、ある程

度の期間が経過 し

た後土器を敷いた

ものと思われる。

また埋甕は南壁下

に有り、 上面には

貼床が施されてい

る。以上のことか

ら、本住居址は長

期間の営住にひき

続いて、 4本柱建

物から5本柱建物

への建て替えと付

属施設の改変が行

なわれ、さらに存

続 したものと考え

られる。

遺物の出土量は

多く、特に埋甕上

に集中してみられ

た。□縁部に沈線

による重弧文の展

開するもの、橋状
挿図 8 KID 23号 住居址
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把手から腕骨文が垂下する条線文施文のもの、胴部上半に 6単位の渦巻文が施文されるもの、波

状沈線文施文など12個体の深鉢が出土 した。石器は打製石斧・凹石 0敲打器・多数の硬砂岩製フ

レイクがある。

時期は出土遺物等から中期後半中頃に比定される。 (桜井弘人・馬場保之)

黒褐色土(粘質)

黒褐色土(黄色土混じり)

|

1 暗褐色土(炭 わずか混じる)

2 焼土(地 山が焼ける)

3 褐色土(黄色土混じる)

4 暗褐色土(堅 い)

5 暗褐色土(軟 かい)

6 黄色土(プ ロックで入る)

7 黄色粘質土

挿図 9 KID 24号 住居址

』

／

氣

十

d ピ|
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③ 25号住居址  (挿図10)

調査区中央やや北西寄りD2alに検出し、9号住居址、掘立柱建物址 3。 4に切 られる。(5.5)× (5.1)

πの隅丸方形竪穴住居址と推測され、主軸はN45.5° Wである。壁高は残存部で20卸 を測る。 穴

との切 り合いが著しく、確認できた床はごく一部分で軟 らかであった。主柱穴も5本柱と推測さ

れるが、断定はできない。炉址の位置も大きな穴が切っており焼土すら無かった。埋甕は約 1/3が

原位置を保っていたのみである。

遺物は切 り合い関係の為に他に比較 して少ない。土器は無文で波状□縁を成す埋甕の他は、小

破片が若千ある。石器の出土量は多く、打製石斧 。横刃型石器 。敲打器などがある。

時期は中期後半中頃である。

⑨ 26号住居址  (挿図11)

25号住居址の西側Dlx28に検出し、9号住居址に切られる。(励 ×(51π の不整隅丸方形竪穴住居

址と推測される。柱穴と炉址の位置から主軸はN67・ Eを 測る。壁高は残存部で20～ 30m、 床は

二m

暗褐色土 (黄色土混 じり)

挿図10 KID 25号住居址

2rr I
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比較的平坦であり、堅 く良好であった。主柱穴は 4本柱と思われるが、ロームマウンドに附属す

る黒色土に切 られる穴は浅い。この黒色土中には、チャート質の石片が混入していた。炉址は中

央からやや奥壁よりに位置しており、小さく浅い。

遺物出土量は少ない。土器は全体形の知れるものはないが、沈線文と結節縄文の組合わせによ

るものが主体を占める。無文の土隅胴部・耳栓 2点 も出土 した。石器は打製石斧・横刃型石器 0

凹み石があり、横刃型石器には20卸 を越すものもある。

時期は中期後半終末である。

⑩ 27号住居址  (挿図12)

調査区南西隅近 く、Dlt 5に 検出し、18号住居址、掘立柱建物址 9t土坑21に切られる。直径 6π前

後の円形竪穴住居址であり、切 り合いの為主軸方向は不明である。壁高は約20cmで、残存部の床

面は比較的堅 く良好であった。主柱穴は 3本を確認 した。炉址は弥生時代の18号住居址に切 られ

て確認できなかった。

ヽ

26号住居址挿図‖ K!D
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1_日十~二m

挿図12K:D27号・42号住居址

遺物の出土量1沙なく全体形の確認できるものは無いが、施文1探鉢に縄文と半月形隆帯の内側を沈

線 で うめ る もの と、小形で無文 の ものがあ る。石器 の出土量 は多 く打製石斧 0横刃型石器 0凹石

チャー ト製石箆などである。

時期は中期後半前段階である。 (佐々木嘉和 )

① 28号住居址  (挿図13)

古墳時代後期の 7号 016号住居址と重複してD2b5付近で検出された。 4.6× 4.2π の不整円

形を呈する竪穴住居址で、主車由方向はNl° Wを示す。床面は堅く、壁は 5～ 25卸 を測りやや急に

立ち上がる。主柱穴はいずれも壁際にあり比較的浅い。周溝もないことを考えると、壁までまだ

掘り足りない可能性もある。炉址の底は赤く焼けており土器片が出土した。埋甕は南壁下にある。
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一

◎

―

1 暗褐色土(軟 らかい)

2 褐色土(黄 色土混じり)

3 黄色粘質土プロック
4 暗褐色土(黄色土混じり)

挿図 13 KID 28号住居址

主軸よりややはずれて蓋石があり、下に口縁を密着 して埋甕が据えられていた。

本住居址からの出土遺物は少ない。深鉢形土器 4個体が出土 している。沈線による円文、逆 U

字文内に綾杉文を充填するもの、縄文地文のものなどである。また埋甕は口縁部に楕円区画文を

配し、以下沈線、蛇行沈線文が垂下 し綾杉文が充狽される土器である。石器は打製石斧・凹石・

敲打器等が出土 している。

時期は遺物から中期後半終末に比定される。

⑫ 29号住居址  (挿図14)

c2ι lを中心に 1号住居址の西側に接 して確認された。本住居址の北側の一部は水田造成の際

削平されている。全体形・規模とも不明であるが、不整円ないし楕円形を呈する竪穴住居址で主

軸方向はN4° Eを示すと思われる。主柱穴は Pl～ P5の 5本で、柱穴底部のレベルはほぼ揃って

いる。P8の北側に堅い床面の一部を検出 した。炉址は良好に遺存 しており、底部に焼土が認めら

れる。

遺物の出土量は少ない。土器はいずれも小破片であるが、胴部に櫛形文の施文されるものなど
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深鉢 2個体が出土 し

ている。他に加曽利

E式の土器片が P2か

ら出土 している。石

器は比較的硬砂岩製

フレイクが多い。

時期は出土遺物か

ら中期後半前段階の

住居址である。

挿図 14 KID 29号住居址

⑩ 31号住居址  (挿図15)

21・ 49号住居坦L、 掘立柱建物址 1に接して検出されたが、床面は削平されて全く残っておらず

プラン。規模等不明な点が多い。主柱は Pl～ P4の 4本で、 P2～ P4は 二段の構造を呈する。掘り

方はいずれも径 100卸前後の不整円形で底部の レベルも揃 っている。穴の側壁は柔かくあまりし

っかりしていない。炉址は方形に石を抜き取った痕跡があり、よく焼けた炉底が認められた。埋

甕は炉址の南西 2.7π に確認された。埋甕内部は下半部だけが埋まっていたらしく、上か らの圧

力で土器がこの境付近で割れて一部内部に崩れ込んでいた。

遺物は床面が削平されていたため極めて少なく、出土土器の器面は著 しく荒れている。埋甕は

□縁部文様帯を欠いており、沈線・蛇行沈線文の垂下する縄文地文の土器である。

時期は出土遺物等から中期後半終末に属する。

Ｒ
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1 黒色土(炭粒混じる)

2 黄褐色粘質土

3 黄褐色粘質土(黒色土混じる)

4 黒色粘質土

5 黄褐色粘質土(地 山)

⑭ 32号住居址  (挿図16)

調査区北隅近 くC2k23に 検出し、 1号 ・2号住居址 に切 られる。直径 5.3π の円形竪穴住居

址で主軸はN38° Eを測る。壁高は20cm以下で、削平を受けている。床は堅 く良好であったが、

主柱穴の確認はできなかった。炉址は中央やや奥壁よりにあり、石を抜いた痕跡が観察でき石組

炉と推測される。

遺物出土量は多いが、埋甕は無かった。土器は床面直上から出土 し、ほぼ全体形の確認できる

深鉢は 9点 あり、破片は 5点ある。手づくね土器 も1点出土 した。施文は無文もあるが沈線と縄

文の組合せ、口頸部に隆帯をもち、その上を刺突・沈線で飾るものなどである。石器の出土量は

多く、磨製石斧 。打製石斧・横刃型石器・石錘・ 凹石・敲打器・黒曜石製石錐 。石鏃 (破璃質安

山岩)未製品などである。

時期は中期後半中頃である。 (佐 々木嘉和)

ｌ②

&⑨ ③一

o         2111

挿図i5KID 3i号住居址
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挿図 16K:D32号住居址

⑮ 33号住居址  (挿図17)

C2f19を中心に34号住居址と重複 して確認された。プランは 5.9× 5.lπ の不整楕円形を呈

し主軸方向 N72° Eを示す。床面は南壁際などに残存 し、東壁側は一段高くなっている。壁はや

や緩やかに立ち上がっており、東・南壁下に周溝が検出された。主柱穴は Pl～P4で、西側の 2本

は二段の構造を呈する。 Pl～ P3は規模、底部 レベルが類似する。炉址には底に大型の深鉢 1個体

分が入っており、内面が上を向き焼土が付着 している。土器の下は厚い焼土がみられ、土器敷設

以前比較的長い存続期間も考えられる。切り合い関係から34号住居址より古い住居址である。

土器で器形の知れるものに深鉢 7個体がある。□縁部に楕円区画文の展開するもの、胴部に渦

巻隆帯の施文されるもの、隆帯区画から沈線文が垂下する縄文地文の土器などが出土 している。

また炉内出土土器は胴部以下隆沈線による区画内に縄文、結節縄文の施文される深鉢である。他

に、土製円板 2点がある。石器は打製石斧・磨製石斧・石錘 。不定形石器が出土 している。

時期は遺物等から中期後半中頃の住居址である。
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黒褐色Jl

焼土

o            2nl

挿図 17 KID 33号 住居址

⑩ 34号住居址  (挿図18)

C2′ 17付 近で、 3・ 33・ 56・ 64号 住居址と重複 して検出された。 重複のため長軸の長

さは不明であるが、短軸 4.377bの不整楕円形のプランをもつ竪穴住居址である。主軸方向はN405°

Eを示す。非常に堅くひび割れた良好な貼床が残っており、真平らな部分と凹凸の部分がある。

壁高は7～ 20卸 を測りほぼ垂直に立ち上がっている。周溝はやや幅広で、北西部に貼床があらた

痕跡がある。また東・南側の周溝内に連続した凹部がある。炉石は抜き取られ、炉底に厚く焼土

が認められる。主柱穴はPl～ P4で、P2は径がやや小さいが深さは揃っている。埋甕は南西壁下

にあり、蓋石の両側に入口にともなう穴が掘り込まれている。本住居址の覆土中には多量の炭火

材 0焼土が含まれ、部分的に赤化した床面とともに火事の住居である。           '
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挿図i8K:D34号 住居址

1 貼床(黄 色土 )

2 黒色土
3 黒褐色土
4 黒色土(炭 。ローム粒含 )

5 漆黒色土
6 黄褐色土

土器は遺存率が低いものの深鉢 9点が出土 している。炉址内出土の深鉢は波状□縁で、渦巻文

の下に沈線の懸垂する縄文施文の土器である。石器は打製石斧 。硬砂岩製フレイクの出土をみる。

時期は出土遺物等から中期後半に属する住居址である。 (桜井弘人 。馬場保之)

① 35号住居址  (挿図19)

調査範囲北端のC2ι 18付 近 に検出され、古墳時代の 3号 。4号住居址に切られ、 2号住居址

に接する。上部も他の住居址に切られ、削平されており、壁はほとんど残 らず全体形は不明である。

床面は一部が残存するのみであるが 3号住居址に切 られる付近が良好である。本址範囲内と考え

られる位置に複数の穴があり、そのうちPl～ P4が主柱穴であ り、床からの深さは30数 卸である。

主柱穴以外の穴 については本址 との直接的関係 は不 明であ る。3号住居址と切 り合う箇

所の残存部に周溝を明瞭に認め、住居址南端が把握された。炉址は、北東及び南西側に石を抜き

取った痕とみられる穴があり、本来石組炉であったと考えられる。炉底から炉壁は三から五重に土

器を敷き、その規模は60～ 70卸 を測る。土器下は焼土化が顕著で、土器自体もかなり二次焼成を
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／
β

黒色土

焼土(真赤に焼ける)

0         2111

挿図 19K:D35号 住居址

受けており、一定期間使用後に土器を敷設し、さらにその後も一定期間の住居址存続 したことが

判断される。

出土遺物には炉内に敷かれた深鉢が 3個体以上あり、うち 1つ は底部を欠 くが復元された。石

器には乳棒状磨石斧の未整品 0横刃型石器 0磨石がある。また、土製品として土偶の手がある。

出土遺物等から本住居址の時期は中期後半の中頃と考えられる。       (ノ lヽ 林正春)

① 36号住居址  (挿図20)

掘立柱建物址12の北側の遺構検出中にC l p13を 中心として、遺物が集中出土 し住居址と判断さ

れた。西側は未調査部分にかかり、上面はほとんど削平されているものと考えられる。精査 した

結果、南東壁を把握 した。確認 した壁は残存状態の良い所でも11卸 を測るのみである。平面形は

隅丸方形で一辺の軸方向が N51° Wを 示す竪穴住居址が想定される。主柱穴は炉址等の施設が確

認されず、覆土の似かよる土坑、穴が同時に検出されているため明確でないが、一本が未調査部

分にかかる4本主柱穴と判断した。床面は確認 した壁際にわずかにタタキ状の黄色土を認めたが

きわめて軟弱なものである。

-29-



土器の出土は少な く、鉢の小破片が数点あるのみである。石器には小形の打製石斧 。半磨製石

斧・横刃型石器 。黒曜石剥片などがある。

時期は中期後半と思われるが詳細時期は不明である。            (佐 合英治)

⑩ 37号住居址  (挿図21)

調査区北東側中央近くのC2j16に検出した。3号住居址に切られ、39。 56号住居址を切る。直

径 5π前後のほぼ円形の竪穴住居址で主軸はN7.5° Wを測る。壁高は10～ 30mで切り合い部以外

卜 〇 _

挿図20 KID 36号 住居址,土坑25,周辺 ピット

／

③

〇
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は高い。床は非常に堅 く良好であった。主柱穴は 4本で、周溝にかかる 2本は、補助的な柱穴で

あろう。炉址は中央やや奥壁寄りにあり3号住居址に約半分切られていた。炉中に石 2個が転落

しており、抜いた痕跡も観察され石組炉と推測される。周溝は壁下に全周していたと推測され、

巾広で深 くしっかり作 られていた。周溝上面に貼り床された部分もあった。

遺物出土量は多く、土器で全体形の確認できるものは大・小の深鉢と器台である。大形深鉢の

施文は頸部から胴部にかけて隆帯をほどこし、隆帯の間を縄文・刺突文でうめる。小形のものは

無文がほとんどである。器台は 2点あり破片であるが、 1点 は現存部無文で透 し穴 6箇所と考え

られ、もう 1点は透 し穴 5箇所で、箆状工具による押 し引きで沈線文を施 し穴の周り、間を飾る。

石器は打製石斧 0横刃型石器 。敲打器・石鏃・石箆・海浜石などである。

時期は中期後半中頃である。 (佐々木嘉和)

⑩ 38号住居址  (挿図22)

本住居址は 4号住居址の東側、C2n14付近で検出された。住居址の東半は農道にかかり未確認

のためプランは不明であるが、不整楕円形を呈すると推定される。主軸方向はN43.5° Eを示す。

0

挿図2i KID 37号住居址
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壁高は検出面から10～25mを 測り、ほぼ垂直に立ち上がる。床面は堅 く締っており、しっかりと

した周溝が設けられている。主柱穴は形状とともに規模も30～70卸 とばらつきがあるが、底部の

レベルはほぼ揃う。
・
炉石は抜き取 られているものの、炉底に埋め込まれた深鉢が遺存 している。

埋甕は南西壁下に蓋石を伴なって確認された。埋甕中には焼土・炭がわずかに混入していた。

遺物は比較的多い。器形の知れるものに深鉢など 5個体がある。渦巻文の下に蛇行沈線文が垂

下する縄文施文の土器である。埋甕は 7単位の渦巻文の下に沈線で描出された唐草文が展開する。

伏甕は縄文を地文とするが器面の著 しく荒れた土器である。また炉址の北西から床面に埋め込ま

れた状態で出土 した手づくね土器 もある。石器には石錘 。打製石斧等がある。

時期は出土遺物等から中期後半中頃に比定 される。 (桜井弘人 。馬場保之)

儒ム3発

1 黒褐色土

2 黒褐色土 (黄色土混 じり)

3 黒褐色土 (黄色土混 じり)

4 暗褐色土 (黄 色土混 じり)

5 黄色土

挿図22 KID 38号 住居址
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④ 39号住居址  (挿図23)

調査区北東側中央近 くのC2k15に 検出 した。37号住居址に切 られ、41号住居力Lを 切る。直径

約 5.8π の円形竪穴住居址で、主軸方向はN10° Eを 測る。壁高は残存部最高で20m。 火事の住

居址で床面は赤褐色に焼け、堅 く良好であった。主柱穴は 6本であるが比較的浅い。床面の小さ

な穴 2個 には貼り床があったが凹んでいた。炉址は中央やや奥壁寄りにあり、石を抜いた痕跡を

検出し石組炉と推測 した。炉址の東隅に副炉が設けられており、これは残っていた。周溝は壁下

全周に確認できた。

遺物の出土量は多い。埋甕は平板の蓋石を持ち、底を抜いて正位に埋められていた。□頸部は

櫛状工具による浅 く細い縦・斜の沈線を持ち、胴部は隆帯の間を沈線で埋める。埋甕のやや東寄

りに伏甕があり底部に穿孔されていたが、甕内上部に空間があった。□縁部を連続押引沈線で二

‐
Ａ輻∨
‐

1 空洞

2 黄色上(1占 床 )

3 黒褐色上(黄 色上粒混じり)

4 黒色土(黄色土混じり)

5 黒灰色泥質土

6 黄色土(黒色上少量混じり)

7 黒色土(焼上。炭混じり)

8 it色 ll

9 黒褐色 11(ロ ー′、iltじ り)挿図23 KID 39号 住居址
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段に飾 り、頸部から胴部に沈線を施 し下垂部の間を櫛状工具による細かなカキロで埋める。ほぼ

完形の中形深鉢は床から約 10卸浮いて出土 した。無文で頸部に巾広の粘土紐を一本貼 り付け、指

頭で連続的に押 している。周溝中から出土 した小形深鉢の下部は縄文が施 されている。奥壁下に

器台があったが、床を掘り凹めて下部を埋め、周 りに貼り床 してあった。下部は全周あリー部分

上端まで残っていたので復元ができた。透 し穴は 4箇所で約 lmの 小穴が、対になって 8個 あけ

られており、無文である。石器は乳棒状石斧・横刃型石器 0敲打器 。砥石 0黒曜石剥片などであ

る。

時期は中期後半中頃である。

② 40号住居址  (挿図24)

39号住居址の南西側 C2h14に 検出 した。水田造成時の削平、暗渠排水工事により切 られてい

る。想定規模 5.5π を測り、円形竪穴住居址と考えられる。主軸方向は炉址と埋甕の位置からN

2′ Eであろう。床面まで削平されており軟 らかい。主柱穴と確認できるものは、炉址の北側の 1

本のみである。他の穴は浅 く、炉址の北西側 3個 の穴の上面には貼り床が確認された。炉址は石

組炉と推測され、小さな石 2個 と石を抜いた痕跡があった。石を抜いた痕跡は長楕円形で、炉址

場  10     2nl

挿図24 KID 40号住居址

<、 上ヽ
∨ ″′′′

″′′
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の底部よりもやや深い。埋甕は造成時に壊されていたが、

遺物の出土量は少なく、土器には深鉢片が 2個体ある。

と黒曜石剥片などである。

時期は中期後半中頃である。

わずかに残っていた。

施文は沈線である。石器は横刃型石器

(佐 々木嘉和)

④ 41号住居址  (挿図25)

調査用地東端のC2k12を 中ッ己ヽに 検出された。 5号住居址に切 られ、37号住居址を切 り、43号

住居址と接する。東側 1/4程が未調査部分となる。平面形は楕円形で、周溝・主穴・炉址の状況か

ら建て替えのある竪穴住居址である。規模は主軸に直交する長さが 6.177bを測り、主軸方 向が

5.277bと 想定される。主軸方向はN63.5° Wを示す。壁 は南東部分で30卸 を測り、垂直に立ち上

がる。北西側は37号住居址と切 り合い、地山面の自然傾斜 もあるため 8卸 ほど確認できたに止ど

まり、周溝のみ把握 した部分もある。周溝は壁直下にあり部分的に断絶する。深さ 3～ 16卸を測

る。北側では 2本検出された。床面はほぼ平坦できわめて堅 く良好なものである。37号住居址を

切る部分は厚 く貼り床されている。複数の柱穴を検出し建て替えているものと判断 した。 P90P10

P12° P13・ P14は完全に貼り床されている。未調査部分に 1本が想定でき、 6本主柱穴であったも

のを、 Pl～ P4° P7・ P8と未調査に想定できる2本を加えた 8本主柱穴にしたものと考えられる。

しかし南側の柱穴は新旧とも間隔が狭 く、不規則であり、同規模の穴との切 り合いも見 られる。

4本主柱穴から8本主柱穴にしているなど複数の建て替えも考えられる。埋甕は南西壁側に確認

され、壁から少 し離れた位置に深鉢が正位の状態で埋められていた。蓋石は取り除かれていた。

炉址は住居址中央部よりやや北に 2個確認された。ほぼ同位置に造 り替えられている。主軸上か

ら見て右が古 く、左が新 しい。旧炉址は深さ30mを測る。覆土は黄色土を多量に含んでおり、一

気に埋められたと考えられる。底部面より掘方面が良 く焼けている。新 しい炉址は旧炉址に比べ

壁面がややゆるやかに掘り凹められている。深さ36卸 を測り、規模 も少 し大きくなる。旧炉址同

様に壁面が良 く焼けている。新旧炉址とも石を抜いた痕跡を認め、石組炉であったと判断される。

遺物の出土量は比較的少ない。埋甕に使われていた深鉢のほかは皆破片であるため正確な個体

数は不明である。施文のわかるものはほとんど沈線文と縄文の組合わせによる施文がなされてお

り、底部片には施文が見られない。石器には乳棒状石器破損品 。打製石斧・横刃型石器・敲打器・

黒曜石剥片のほか握り拳ほどの河原石などがある。

時期は中期後半中頃に位置付けられる。

-35-
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1 黒色土
2 黄色粘質土
3 黒色土(黄色土混じり)

4 黄色砂質土(黒色土混じり)

挿図25 KID 41号住居址

② 42号住居址  (挿図12)

調査区西隅近くDlr5に 検出し、10号・ 18号住居址 0掘立柱建物址 9に切られる。調査範L41は

わずかであり、規模・プラン・主軸など不明である。壁高は残存部で20卸 を測る。床面はほとんどが削

平されており、残存部も軟らかい。42号住居址に付属すると思われる穴は1個であり、浅い。床

面に赤褐色に焼けた所があり、炉址の位置であろう。

遺物はごく少量の出土で、土器は深鉢片の底部と胴下部の小片であり、現存部は下垂した沈線

文のみである。

時期は中期後半中頃である。 (佐々木嘉和 )

④ 43号住居址  (挿図26)

C2h13を中心に5号 。40号 044号住居址と重複 して検出された。本住居址の西半は暗渠に切ら

れ、また北側は 5号住居址とともに削平をうけており、一部を検出したにとどまる。プランは隅

丸方形をなすと推定され、主軸方向はN50° Eである。部分的に遺存する床面は堅く締っている。
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壁はやや緩やかに立ち上

がり、一部検出された周

溝はあまりしっかりして

いない。主柱は Pl～ P4の

4本であり、P3° P4は暗

渠に切 られる。Plを 除き

径50m前後の円形の掘り

方をもち、各柱穴の底部

レベルはほぼ揃う。炉石

は抜き取 られ、炉址内に

石が転落している。その

うちの 1つ は半円の リン

グ状をなしており、花商

岩製の加工品で副炉用材

の可能性が強い。また、

埋甕は南西壁下に確認さ

れ、内部には斜めに石が

落ち込んでいた。

出土遺物は少ない。埋

甕に使われていた深鉢は

胴部下半から底部にかけ

沈線が垂下する縄文地文

の土器である。石器には

磨製石斧があり、覆土中

から出土 した。

時期は遺物等から中期後半中頃に属する住居址である。 (桜井弘人・馬場保之 )

④ 44号住居址  (挿図27)

調査区東隅近 くC2fllに 検出 し、43号住居址・掘立柱建物址 8・ 土坑13に切 られる。 4.6× 5

πの円形にちかい隅丸方形の竪穴住居址であり、主軸はN15° Wを測る。壁高は30mあ り、床面

は比較的良好である。南壁下から炉址に向って小石が少量敷かれており、その巾は約80卸である。

床のこの部分に意図的に入れたものと考えられるがいわゆる敷石住居とは異なる。主柱穴は 4本

挿図26 KID 43号住居址

=ry~よ

逮‐‐ ―ゝ∩=
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で、各隅近 くに検出した。炉址は中央やや奥壁寄 りにあり、石組炉である。南側の石が割れて、

炉中に転落 していた。北東隅には、砂岩 3個で組んだ副炉が設けられている。周溝はほぼ全周 し

ているが比較的浅い。
.平

板の蓋石を持つ埋甕が周溝ぎわにあり、底を抜いて正位に埋められていた。

遺物の出土量は多く、大きな土偶の足が炉力Lの覆土中から出土 している。埋甕は□縁部に、隆

帯と肉彫 りで唐草文を施 し、頸部は無文である。炉中か ら出土深鉢片は 4個体あり、沈線文 。縄

文・櫛状工具による浅 く細い縦のカキロで飾っており、底部片には木葉が残っている。石器は磨

製 。打製石斧 。横刃型石器・敲打器などである。

時期は中期後半中葉である。 (佐々木嘉和)

② 45号住居址  (挿図28)

調査用地南東のC2c9を 中心に検出した。掘立柱建物址 7・ 8に北側を部分的に切 られている

が、地形の傾斜にともない床面まで削平された部分に当る。全体を調査できた住居址であるが上

面は、ほとんど削り取 られており、周溝により規模を把握 した。平面形は南北にやや長い円形の

竪穴住居址である。規模は 5,75× 5.4π を測る。主軸はN33° Eを示す。周溝 は深さ7～ 23卸 を

黒色土

黒色土(黄 色粘質土混じり)

黄色砂質土(黒 色土混じり)

挿図27 KID 44号住居址

1

2
~3
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測る。炉址より北側の部分で確認 しただけであるが全周 していたものと考え られる。東側では 2

本に分かれており、増築を行なっていると思われる。床面は凹凸があるものの削平されている北

側を除ききわめて良好な堅いものである。床面全体に焼土が認められ火事の住居址である。柱穴

は 6本確認された。柱掘方上面には中央に向かってわずかに盛り上がる貼り床が認められ、柱ぎ

りぎりまで叩き締められていたものと思われる。埋甕は無いが入口部と考えられる南壁際に深さ

81cmを測る深い穴が確認された。袋状の掘 り方で、いわゆる埋甕と同じ意識を持ってつ くられた

施設とも考えられる。炉址は住居址中央部よりやや北に位置する。方形のプランで石を抜いた痕

跡が認められた。深さは25卸前後を測る。

遺物は上面が削平されているため少ない。器形の知れるものとして、無文の底部と口縁部が内

湾する深鉢がある。胴部のくびれた部分に把手を 4個配 し、連続刺突のある横位の隆帯で装飾 し

上部に縦位の波状の沈線文を施 したものである。石器には乳棒状石斧破損品、横刃型石器、凹石

石匙・黒曜石剥片などがある。

時期は中期後半中

頃に位置付けられる。

(佐合英治)

nl

挿図28 KID 45号 住居址
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④ 46号住居址  (挿図29)

C2d14を 中心に6号住居址の北側に接 して検出された。削平をうけて壁 。床面 。周溝は全く遺

存 しておらず、プラン0規模 とも不明である。主軸方向はNl° Eを示す。主柱穴はPl～ P4の 4本

で、径30～ 40卸のほぼ円形を呈 し底部 レベルも揃う。炉址は小規模で底部は赤 く焼けている。炉

石の抜き取 り痕から炉址は方形を呈すると思われる。なお、P2° P3間 に本住居址に付属すると思わ

れる土坑 6～ 10がある。このうち土坑 6・ 9は斜めに掘 り込まれ、また土坑 7は底が広がり中央

に穴が掘り込まれている。

遺物の出土量は少ない。皆破片で炉址内からの出土が多く、口縁部に沈線で渦巻文が施される

地文縄文の土器などである。また土坑 6よ り縄文時代中期の土器片が出土 しており土器は本址に

伴なうものと思われる。石器群はきわめて貧弱であるが、側縁に連続 した細かい敲打痕のある石

器などがある。

時期は出土遺物等から本住居址は中期後半中頃に位置づけられる。

〓

Ｂ

一

１
ヽ
十

◎
鼎

=|

④ 47号住居址

(挿図30)

方形柱列址 1の北西側 C2a15

を中心に検出された。近代の暗

渠により部分的に切られる。壁

はすべて削平されているため周

溝により全体を把握 した。平面

形は隅丸方形の竪穴住居址と考

えられる。規模は4.8× 4.8π

を測る。主軸方向はN37° Wを

示す。周溝は深さ 1～ 19cmを測

るが北側は床面までも削平され

ており本来の深さは不明である。

床面は炉址より南側で確認され

た。ほぼ平坦で堅 く良好なもの

である。主柱穴は 4本で比較的

小形の掘 り方である。埋甕は南

東壁直下の暗渠に切 られている

部分に確認された。底部を欠く

病
）

Ｒ
３３

Ａ

一

軋

挿図29 KID 46号 住居址,土坑 6・ 708。 90!0

Ｂ
一

Ａ
一
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2rn

挿図30 KID 47号住居址

深鉢の1/3程が逆位で残存 していた。又同様に暗渠に切 られているが小形の穴も確認され入口施設

の一部と考えられる。炉址は住居址中央よりやや北西に位置する。深さ47mを 測る石組炉である。

南東側の石は抜き取 られていた。底部は丸くつくられ堅 く締った焼上が確認された。出土 した遺

物は上面が削平されているためほとんど炉址覆土中からのものである。

土器は器形の知れるものとして深鉢 2点がある。□縁部が折り返され、細かな櫛状工具による

施文が全体に見られるものと、頸部に横位の波状の沈線文を施 し胴部全体を縄文のみで施文する

ものがある。前者は埋甕に使われていたもので、ほとんどの破片はこの施文である。ほかに装飾

把手、沈線文と縄文の組合わせによる施文の土器片も少ないが見られる。石器には小形の打製石

斧・横刃型石器・敲打器がある。

時期は中期後半中頃に位置付けられる。 (佐合 英治 )
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⑩ 48号住居址  (挿図31)

C lw 16を 中心に検出され、47号 049号住居址、掘立柱建物址 1に接 し、掘立柱建物址13と 重

複する。西壁はロームマウンドに切 られているが、 5.1× 駐3π の不整円形を呈 し、主軸方向N

66° Wを示す竪穴住居址である。壁高は検出面から10～ 15cmを 測 り、壁下には周溝が認められた。

主柱穴は 4本で、規模、平面形はばらつきがあるが、深さはほぼ一定である。炉石は抜き取 られ

ているものの、形態は方形をとると思われる。炉底はよく焼け、厚 く焼土が認められた。また覆

土中に土偶胴部および深鉢が落ち込んでいた。埋甕は南東壁下に据えられており入□部と考えら

れる。

遺物の出土量は多く、深鉢 9個体のほか浅鉢がある。深鉢には連続刺突の施された隆帯や波状

隆帯から垂下 した沈線間に綾杉文を充填 したもの、渦巻隆帯間に沈線が充填されたもの、縄文地

文のものなどがある。埋甕も同一の型式学的特徴を備えている。ほかに土偶脚部がある。石器に

は打製石斧・石鏃などがある。

時期は出土遺物等から中期後半中頃に比定される。 (桜井弘人 。馬場保之)

1 黒色土(黄色土粒炭粒混じり)

2 黒褐色砂
3 黒褐色泥
4 黒色粘質土

5 黒褐色土

6 黄褐色粘土(黒 色土少量含む)

挿図31 KID 48号住居址

ヽ

-42-



① 49号住居址  (挿図32)

調査した範囲のほぼ中央 Cl′ 19を中′己ヽに検出 した。掘立柱建物址 1に北西側を部分的に切 ら

れ、南壁はロームマウンドに切られている。ほぼ全体が調査できた。平面形はロームマウンドに

切られる南側がやや歪むがほぼ円形の竪穴住居址である。規模は4.4× 4.577bを 測り、主軸方向

はN22.5° Eを 示す。南側の覆土中には直径20～ 30mの石が混入 しており、掘り下げ中に堅 く締

まった焼土が部分的に認められたが性格は不明である。壁は27～ 30mを 測り垂直に近い立ち上が

りを成す。周溝は深さ 4～ 1lcmを 測り、部分的に途切れるが壁直下に検出された。床面は平坦で

壁際まで堅い良好なものである。柱穴は 4本主柱穴で、壁の方向にやや長い掘り方を持つ。西の

1本以外は壁際に接する様に検出された。又南側の 2本 には底部の中央部にきわめて浅い凹み部

分があり柱痕と考えられる。埋甕は南壁下に確認された。ロームマウンドに切 られており原位を

止どめていない。深鉢を逆位に埋設 していたと考えられる。炉址は住居址のほぼ中央からわずか

北寄りにあり、住居址の大きさに比 して大形のものである。三方の石は抜き取られており残存す

る一個 も炉址中に落ち込んでいる。北西llFTJに 副炉を持つ方形の石組炉であったと考えられる。底

部は東側が深 く40卸を測り底部のみに焼土を認めた。遺物は炉址南西側の床面近くから多く出土した。

黒色土

黒色Jl(黄 色上混じり)

挿図32 KID 49号住居址
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遺物 の出土量 は比較的多 い。 器形の知れるものとして深鉢 6点がある。埋甕に使われてい

た土器と口縁部が内傾する土器は縄文のみの施文である。装飾把手のあるものは低い隆帯と沈線

文に刺突文を組合わせた施文で、胴部がくびれる。ほかの 3点 と破片は沈線文と縄文の組合わせ

により施文されるものである。石器の出土量も多い。打製石斧 0横刃型石器 。敲打器 。チャー ト

及び黒曜石の剥片などのほか握り拳ほどの安山岩の河原石がある。

時期は中期後半中頃に位置付けられる。 (佐合 英治)

⑫ 50号住居址  (挿図33)

調査区西llFJ近 くDlr2に 検出 し、 57号住居址 。ロームマウンドに切られる。推定直径 5π の

円形竪穴住居址で、主軸はN12° Eであろう。壁高は切り合い残存部で20cmを測る。床はわずか残

KID 50号・57号住居址挿図33
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っていただけであるが、軟 らかかった。主柱穴は P10P2が良いと思われる。炉址は57号住居址に切

られていたが確認でき、石組炉の痕跡が残っていた。周溝は切 り合いのない部分のみで検出し、

全周 していたと思われる。

遺物の出土量は少なく、最初切 り合いがつかめずに同時に掘り下げたので、57号住居址の遺物

と混入してしまった。土器は小片であり施文が主体である。石器は打製石斧・横刃型石器 0敲打

器などである。

時期は中期後半中頃である。 (佐 々木嘉和 )

1

2

3

4

5

黒色土(黄色土混じり)

黒色土

黄色粘質土

壽t色 砂質土

黒色砂質Ji

挿図34 KID 51号住居址,建物址 25

い
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0 51号住居址  (挿図34)

Clσ 6を中心に60号 住居 址の東側で掘立柱建物址25に切 られて確認された。西壁および北壁

の一部は他の遺構に切 られ不明であるが、径 5.lπ ほどのほぼ円形を呈すると思われる。主軸方

向はN16.5° W、主柱穴は壁際に検出された Pl～ P4の 4本である。掘り方は径60卸前後で形状も類

似するが P3° P4は底 レベルが低い。炉址は主軸方向に対する両側縁に炉石が残 り、炉底はよく

焼けていた。南壁下に埋甕があり、蓋石を伴う。その埋甕の下からこれより古い時期の埋甕が破

損 した状態で出土 している。

本住居址からは多 くの遺物が出土 している。深鉢は、口縁部文様帯に渦巻文や隆沈線による区

画文が展開 し、胴部には縄文地文に沈線、蛇行沈線が垂下するものや懸垂沈線間に綾杉文が充填

されるものである。石器群は多様で、石皿 0石匙・打製石斧 。磨製石斧等が出土 しており、なか

挿図35 KID 52号住居址
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でも打製石斧の数は多く、磨製石斧とともに受熱したものが認められる。

時期は出土遺物等から縄文時代中期後半中頃に位置づけられる。  (桜 井弘人・馬場保之 )

⑭ 52号住居址  (挿図35)

調査区南西境中央のC l q16に 検出 した。 12・ 15号住居址に切 られ、約半分を調査 した。推定

直径 6れの円形竪穴住居址であり、主軸は推定 N46° Eを 測 る。壁高は残存部で10m以下である。

床面は比較的軟 らかく凹凸が著 しい。壁近 くの床面に多数の穴を検出したが、主柱穴と確認でき

ない。炉址は半分切 られていたが、中央やや奥壁よりに位置すると思われる。小型の石を円形に

並べた簡素な石組炉であり、床面から底まで約10mと 浅い。

遺物は検出面から床面まで浅いので少なく、土器もほとんどが小片で、無文が多 く隆帯の付 く

ものも少量ある。石器は打製石斧・横刃型石器・敲打器などである。

時期は炉址の形態から中期後半の早い所と思われるが詳細は不明である。  (佐 々木嘉和)

挿図36 KID 53号住居址
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① 53号住居址  (挿図36)

C lpllを 中心に61号住居址 、掘立柱建物址14～ 16・ 23に切 られて検出された。 5.2× 5.2π

の不整隅丸方形を呈する竪穴住居址で、主軸方向はN41° Eを示す。壁はやや緩やかに立ち上がり

四隅壁際に主柱穴が掘 り込まれている。各穴の形状、深さ等は類似する。炉石は抜き取られてい

るが、抜き取 り痕から炉が切 り直されているとも考えられる。

遺物が多 く出土 している。深鉢形土器 4個体は隆沈線による区画文内に縄文 0結節縄文が施文

されている。ほかに釣手土器の釣手部分がある。石器類は質量とも豊富で、打製石斧12点 。磨製

石斧・石鏃・石匙 0横刃型石器・凹石・磨石 。石皿・石製円板が出土 している。

時期は出土遺物等から、本住居址は中期後半中頃に位置づけられる。

(桜井弘人 0馬場保之 )

lm

黒褐色土

暗褐色土

黄色土(貼床 )

黄色土プロック

挿図37 KID 54号 住居址
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① 54号住居址  (挿図37)

調査範囲内の西寄 りC l s16付近に検出された。北側が土坑20と重複 し、やや狭 くなり突出 して

不整形であるが、基本的には隅円方形の竪穴住居址で、 5.0× 5.2π を測る。各隅部に径50cll前

後で深さ48～ 54c71を 測る柱穴があり、柱間は 3.2× 2.8πである。炉址は中央のやや奥寄りにあり

ほぼ方形を呈する。炉石はほとんど残存 しないが、抜き取り痕が認められ、本来石組炉であった。

また、炉址埋土中より湾曲した石が出土 し、副炉材料と考えられその存在が推測される。炉底は北

側部分の焼土化が顕著であった。床面は全体に堅ぃ面を成 し良好であり、一部ははり床されてい

た。埋ガメが南壁下に底部を欠く深鉢が逆位に納められていた。埋ガメ周囲の上面ははり床され

堅い床面であったが、埋ガメ内部は軟らかく、内部の土はほぼ単一であり、本来は空洞であった

と考えられる。

出土遺物には、埋ガメとして埋置されていた深鉢の他は、全器形を知れる土器はない。石器も

あまり量は多くないが、打製石斧・磨石 0横刃型石器・ 乳棒状磨石斧など各種ある。

出土遺物及び住居址形態等から、本住居址の時期は中期後半の中頃に位置づけられる。

(小林 正春)

（倒〕》Ｒ２０

（

Ｖ

Ｐ
３

‐８

／

◎@

⑦ 55号住居址  (挿図38)

C2′ 6を 中心に、方形柱列址 2の南

側で確認された。南東壁の一部を検出

したにとどまるが、ほぼ円形を呈する

と考えられる。一部遺存する床面は堅

く締っており、やや幅広な周溝を備え

ている。壁はほぼ垂直に立ち上がる。

小穴群のほぼ中央に位置する三段の構

造をなす穴には焼土が含まれており、

本住居址の炉址である可能性がある。

出土遺物は非常に少なく、深鉢形土

器の破片 。打製石斧 1点 などが出土 し

ている程度である。

時期は遺物等から中期後半前段階の

竪穴住居址である。

挿図38 KID 55号 住居址

/αQ9 ◎

(桜井弘人・馬場保之 )
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0 56号住居班L (挿図39)

調査区中央からやや東よりC2h16に 検出した。3・ 34・ 37号 住居址 に切 られ、 わずか調査

したのみである。推定 4× 4π の小型の隅丸方形竪穴住居址と思われ、主軸方向は不明である。

検出時に炉址を確認 した。37号住居址の壁上に焼土の入る部分があり、その時点で床面はとんで

いたと思われる。主柱穴は床面から49052mを潰1る 2本が該当すると思われ、推定 4本の主柱穴で

あろう。炉址は地床炉 と思われるが確認できない。炉址の中央からやや離れた位置に小型深鉢が

正位で埋められていた。周溝はわずか確認 したのみであるカミ20-30卸と深く3本になる部分がある。

遺物は焼土中の深鉢 の他はご く少量である。深鉢も口縁部の破片であり□唇部から半月形

の隆帯を施 し内を沈線で埋めている。石器は打製石斧 0横刃型石器 。石匙片・黒曜石剥片などで

ある。

時期は中期後半中頃である。

① 57号住居址  (挿図33)

調査区西隅よりDlr2に検出した。50号住居址を切リロームマウンドに切られ約半分調査 した。

推定直径 5π前後の竪穴住居址であろう。推定主軸方向はN12° Eである。壁高は50号住居址と

同時に調査したので確認できなかった。床面は堅く良好であった。主柱穴の確認はできなかった

が、50卸 以上の深いものは良いと思われる。炉址は中央やや奥壁寄りに位置すると推測され、石

組炉で石を抜かれた痕跡が残っていた。周溝は全周していたと思われ、深さは10～ 15cmである。

0         1m

黒土

焼Jl(わ ずか黒土混入 )

=2m

挿図39 KID 56号住居址
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遺物はやや多いが50号住居址のものが混入 している。土器で全体形の知れるものはない。波状

□縁になり□頸部に半月形の隆帯を施 し、内を沈線で埋めるものと、日頸部無文で頸部から胴上

部に沈線文を施す 2点の深鉢片がある。石器は磨製・打製石斧・横刃型石器・敲打器 0石皿・凹

石・石錘 0黒曜石剥片などである。

時期は中期後半中頃である。 (佐 々木嘉和)

⑩ 58号住居址

48号住居址の南東

側、掘立柱建物址13

に切られ、 C l x13

を中心に検出された。

本住居址の北半は削

平を受け、同時に暗

渠に切られて全体形

は不明であるが、ほ

ぼ円形を呈すると思

われる。主軸方向N

80.5°Wを 示す。床

面は南側の一部が遺

存 しており、土坑17

の上面には貼床がさ

れていた。やや緩や

かな壁と幅広な周溝

をもつ。主柱は Pl～

P4の 4本で、径45～

60卸 の不整円形の掘

り方を持ち、底部 レ

ベルも大体揃 う。炉

址の両側縁には炉石

の抜き取り痕が認め

られた。東壁際に埋

甕が据えられていた。

(挿図40)

挿図40 KID 58号 住居址

に
ヽ

十

ヽヽ、、
②

‐ｍ

1 黒色土

2 黒褐色土

3 黄色土(黒 色土混じり)

4 黒褐色土(ロ ーム混じり)

○
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遺物は少ない。埋甕・伏甕・手づ くね土器のほか炉址から深鉢 1個体が出土 している程度であ

る。手づ くね土器は条線文が施文される。石器には打製石斧のほかに硬砂岩製フレイクがあり、

2基の埋甕のうち主軸上の埋甕の覆土中から出土 した。

時期は出土遺物等から、中期後半中頃に比定される竪穴住居址である。

① 59号住居址  (挿図41)

C lu14を 中心 として、48号住居址の南側58号住居址と接 して検出された。58号住居址 と同様

暗渠に切 られて南半を確認 したのみであるが、プランは4.3× 4.577bの ほぼ円形を呈すると思わ

れる。主軸方向はN14° Eを示す。壁はやや緩やカゴこ立ち上がり、床面 。周溝のごく一部が遺存す

る。主柱穴は Pl～ P4の 4本で、径45～70mの不整円形の掘 り方である。炉址の両側縁に抜き取 り

痕があり、炉底はよく焼けていた。

土器は楕円区画文の配されるものや炉内から出土 した垂下沈線に条線文の組み合うものがある

が、出土量は少なく、いずれも小破片で器面が著 しく荒れている。また埋甕内から土器片が出土

している。

所属時期の詳細は不

明であるが、中期後半

に位置づけられる。

挿図4!KID 13号・59号住居址

⑫
|

○ヽ
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⑫ 60号住居址  (挿図42)

Cln8を 中心に、51号住居址の西側、掘立柱建物址25に切 られて検出された。本住居址の西南

半は未調査区と水田造成の際削平された部分にあたり、全体形は不明であるが不整円形を呈する

と思われる。主軸方向はN6° Wである。壁は検出面から3～23mの深さを測り、ほぼ垂直に立ち

上がる。主柱穴は 2本が確認され、おそらく4本柱を構成すると思われる。炉底はよく焼けてお

り、厚い焼土が認められる。

出土遺物は少なく、垂下沈線・縄文の施文された土器や底部破片のほか、炉内から渦巻文や楕

円区画文が施された破片が出土 した程度である。いずれも小破片で器面が荒れている。

時期は出土遺物等から中期後半中頃に比定される。

0 61号住居址  (挿図43)

Cln12を 中′己ヽに53号住居址と一部重複 して検出された。本住居址の西側部分は削平をうけて

いる。推定 4.6× 4.7π 、主軸 N66° Eの 隅丸方形を呈すると思われる竪穴住居址である。深さ

2～ 13mの緩やかに立ち上がった壁

をもち、壁下にはやや深い周溝が認

められた。主柱穴は Pl～ P4の 4本で

いずれも径60～ 70mの 不整円形であ

る。

遺物は非常に少なく所属時期の判

断は難 しいが、中期後半に比定され

る。

挿図42 KID 60号住居址

／
〃
卜
下
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L′
′
13z廷垂垂

挿図43 KID 61号 住居址

0 62号住居址  (挿図44)

Cls6を 中心に、小竪穴 2の 西側に炉址と床面の一部のみを確認 した。推定で規模 5.1× 4.6

πの不整楕円形を呈すると思われる竪穴住居址で、主軸方向はN87° Wである。炉址の東側に床

面の一部が残っており、この周囲に焼土がみられた。炉石は抜き取 られているが、抜き取り痕か

ら方形に組まれていたと考えられる。炉址の底部はよく焼けていた。炉址周辺に検出された土坑

のうち、何基かは本住居址に伴なう可能性 もある。

遺物は少ない。土器は渦巻文や、隆帯によるH状文などの区画文と綾杉文・縄文 0結節縄文が

組み合って施文された深鉢などが出土 している。石器には打製石斧 。石  0不定形石器などがあ

|

る。

時期は出土遺物等から中期後半中頃に属する。 (桜井弘人 0馬場保之)
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0 63号住居址  (付図 1)

調査範囲の東端D2k8に 検出した。復原住居址の建てられる用地にほとんどの部分がかかって

おり、掘り下げなかった。南西壁の一部を検出し、確認した最大長は2.7π を測る。円形の竪穴

住居址と思われるが詳細はすべて不明である。

時期はわずかに出土 した土器から中期と考えられるが、小片で出土量も少ないため詳細は不明

である。

0 64号住居址  (挿図45)

土坑44の 南側 C2c17を 中心とする住居址である。床面までも削平されている。精査 したが周溝、

埋甕の有無などは不明で、炉址と柱穴のみを確認 した。平面形は不明である。主柱穴の位置から

主軸はN55°Eを 示 し、規模は一辺 4π程を測る竪穴住居址が想定される。 4本主柱穴で北の 1

本は土坑44と 切 り合って確認された。炉址は、石を抜いた痕跡が認められ石組炉であったと考え

られる。確認 した掘り方は円形であるが、上面が削 られているため本来の姿は不明である。底部

は平坦で焼土が良好に残っていた。

遺物の出土はきわめて少ない。

土器は無文の底部、沈線文と縄

文の組み合わせによる施文をさ

れた破片、石器は横刃型石器 。

黒曜石剥片が各 1点ずつである。

時期は中期後半と判断される

が実証に乏 しい。

猾 ＼

／

Ｈ

念
）

―

挿図45 KID 64号 住居址,土坑44
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⑦ 66号住居址  (挿図46)

4号住居址の北側、C2p19を中心に検出 された。 Jヒ東側のほとんどの部分は未調査部分にか

かり、全体の1/3程 を調査した住居址である。平面形は円形ないし、隅丸方形の竪穴住居址である。

規模は一辺 4.5π程と考えられるが、主軸は不明である。覆土は暗褐色土のほぼ一層である。壁

は南側で44卸 、北倶1で24mを測る。壁面は南側が緩やかなのに対 し北側ではほぼ垂直面を成す。

床面は凹凸があり、軟かいものである。周溝、柱穴等の施設は確認できなかった。

遺物の出土量は少ない。器形の知れるものは地文の縄文を施 し、波状の沈線と縦位の波状文の

組み合わせによる鉢と無文の底部がある。石器には小形の打製石斧 0横刃型石器・石錘・安山岩

の河原石などがある。

時代は中期中頃に位置付けられる。

＝
洲
卜
Ｔ

1 暗褐色土

2 褐色土 (黄 色粘質土混 じり)

3 黄褐色土

4 暗褐色土 (ビ ット覆土 )

挿図46 KID 66号 住居址
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① 67号住居址  (挿図47)

南東のトレンチ調査でC2e2に 炉址が検出された。時間等の制約から炉址の周辺を部分的に

広げただけの調査に止どまった。壁は検出されず主柱穴も確認できなかった。平面形、規模、主

軸方向等はすべて不明である。確認した床面は平坦で良好なものである。炉址は直径1´5～40卸程

の自然石を使った石囲い炉で、2ocm程掘り凹められている。底部は平坦で中央部分に焼土が厚く

認められた。

遺物は少なく土器は破片のみで器形の知れるものはない。縄文を地文とするもので刺突文が施

されている破片もある。石器には打製石斧 。横刃型石器 。敲打器がある。

時期は中期中頃と思われるが断定できない。

④ 68号・69号住居址  (挿図99)

方形柱列址 3の確認された西の調査区の遺構検出中に確認 された。 B2f9に 炉址が2個 並んで

検出され、68号住居址と69号住居址とした。炉址の深さは68号住居址が12卸、69号住居址が 3卸

程を測る。炉址の底部のみが確認されたもので、本来の炉址の形態等は不明である。周辺を精査

し主柱穴の可能性のある穴を複数検出したが、確実に住居址に伴うと考えられる施設は把握でき

ず断定できなかった。又 2軒の住居址としたが炉址と炉址の間隔は60卸で 1軒の住居址の炉址造

り替えの可能性もある。

68号 。69号住居址に直接伴う遺物はない。

時代は中期の竪穴住居址と考えられるが状況判断のみで、詳細な時期は不明である。

(佐合 英治)

(3)弥生時代後期

① 6号住居址  (挿図48)

方形柱列址 1の東側、C2c12付 近で掘立柱建物址 7に切られて確認された。南北4.5π を測る

隅丸方形の竪穴住居址で主軸方向はN50° Eを示す。床面は堅く締っており、壁はほぼ垂直にたち

上がる。主柱穴は暗渠に切られ 2本検出したにとどまるが、径12ん 15卸 の円形の掘り方で黒色土

が入っていた。炉址は炉縁石を伴ない、掘り込み内には焼± 0炭がかなり認められ、埋設土器は

□縁部および底部が損壊 している。東壁のやや南寄りには入口施設があり、内部に梯子ピット底
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挿図48 KID 6号 住居址

部と思われる凹みがある。入□部土手は高さ 5卸、幅10～ 20cmで しっかりしており、コの字状を

呈する。炭化材・焼土が主軸上に集中 し、また床面も焼けて堅い赤色の面となっており、火事の

住居址である。

出土遺物は少ない。中島式の壺 0甕のほか、西隅覆土上層から手づ くね土器、南隅の穴から土

師器不などが出土 している。なお北隅の覆土中には蓋が流れ込んでいた。石器組成は黒曜石製石

鏃・不定形石器のほか硬砂岩製の不定形石器 。剥片などである。他に床面および土手上に密着 し

て編物石状の自然石が出土 している。

時期は出土遺物等から後期後半に比定される。 (桜井弘人・馬場保之)

② 9号住居址  (挿図49)

調査範囲内中央部のやや西寄りのDlal付近に検出された4.2× 4.3π を測る方形の竪穴住居

址である。北西側は撹乱を受け不明であるが、他の壁高は10数印を測り、南東、南西壁下には周

溝を検出した。南隅部に深さ14～ 19卸の不整形な穴があり、入□部施設の存在が考えられるが、

掘立柱建物址 2の柱掘方に切 られ全体形は不明である。柱穴はPl～ P4であり、Pl・ P2は幅10

m長 さ20卸 の楕円形を呈し、割材使用の柱と考えられる。P3・ P4は 径別～30卸の円形であるが、
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1 焼土

2 炭・灰(褐 色土わずか混じる)

3 褐色土(焼上。炭混じり)

4 黒色上

5 黄色粘質上

2m

挿図49 KID 9号住居址

Pl・ P2と 同様に割材使用の柱であったと考えられる掘方を示す もので、Pl・ P2についても、掘

方は P4と 共通す る。炉址は、撹乱のため全体形不明であるが P10P2間 に径80c71程の円形状に焼

土が入る凹部があり、その内部に甕胴部以下を埋めており、土器埋設炉である。遺構検出作業時

に、この付近より5× 10× 20mの緑色片岩の礫が出土 しており、本炉址に関連する炉縁石であった

可能性が強い。炉址内部には、焼土粒・炭化物が混入 し、炉底は焼土化が著しく、炉址前側は床面

まで焼土化 していた。

出土遺物は炉に埋設された甕のほかは、甕破片若千と扶入打製石庖丁の半欠品、紡垂形に両端

を削った緑色片岩製の工具がある。                     (ノ lヽ林 正春)

① 14号住居址  (挿図62)

調査区北西境中央 D2c9に検出し、 8号住居址を切 り7号住居址に切 られる。(51× 5π の方形

竪穴住居址であり、主軸はN44.2° Wを測る。壁高は残存部で30卸残る。床面は主柱穴より内側が

堅 く良好であったが、壁下は軟 らかで凹凸が著 しい。主柱穴は 4本で比較的深い。本址に伴う諸

施設は、 7号住居址によりほとんど削平されており、床面の一部 と柱穴を確認 したのみである。

また、床面の一部に焼土の散布 した箇所があり、炉址があったとも考えられる。
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出土遺物はほと

んど無 く、弥生時

代甕の小破片があ

ったのみである。

住居址形態等か

ら見て、後期終末

期の住居址である。

(佐々木嘉和 )

挿図50 KID i4号住居址

④ 18号住居址  (挿図50)

調査区西llHよ りDls5に検出し、掘立柱建物址 9に切 られ、27042号 住居力Lを切る。4.8× 4.5

πの方形竪穴住居址である。主軸はN38.5° Eを測る。壁高は10～20cmで 、床面は堅 く良好であっ

た。主柱穴は 4本でありやや浅い。南西壁下中央の穴は入り□施設であろう。炉址は床中央側に

炉縁石を持つ埋甕炉で、甕底部には穿孔があった。周溝は 2方向に確認 した。北西側周溝内に高

不片・甕底部片・不・炭など入っており、開いた周溝であったと推測できる。

遺物は該期としては多い方であり甕・台付甕・邦・ 高不で、石器は磨製・打製石庖丁 0有肩扇

状石斧などである。甕片には波状文がありやや大形である。炉址に使われていたものは胴部が球

形で頸部の締る器形である。高不のほぼ完形品は脚部無穴でハの字にひらく、不部と脚部をもっ

ている。石庖丁は 3個共に磨滅 しておリロー状光沢を認めるものもある。有肩扇状石斧は刃部表裏

にロー状光沢を認めた。

時期は後期後半である。

イ

⑥
Ｐ‐‐３９

/~＼

P2124
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0              1 nl

l 褐色土 (焼土 。炭混じり)

2 黄色粘質土
3 暗褐色土
4 炭・灰

(焼土・褐色土少量混じり)

挿図51 KID 18号 住居址

⑤ 65号住居址  (挿図51)

調査範囲内北西寄りのC2g24付近に検出された住居址であるが、撹乱及び削平のため床面はま

ったく残らず全体形は不明である。柱穴等の位置から4.2π 四方程度の方形竪穴住居址と考えら

れる。主柱穴のPl～ P4が 2.lπ の間隔で方形に並び、各柱穴はじっかりと掘られ、壁面及び底面

はともに住居址の床面状に堅くしまっていた。炉址は不明であるが、Plo P2間 にわずかではある

が焼土粒が認められ、この位置に炉址のあっだ丁能性が強い。P4の南東側の壁下と考えられる位置

に 45× 120 cmの範囲で周囲より5 cm程 凹み、その内部に更に深くなる穴を持つ部分があり、人口

部施設であったと考えられる。

出土遺物はほとんどなく、入□部施設と考えられる穴より弥生時代後期土器片、Pl内部より台

付甕台部片が出土したのみであるが、形態・規模等も含め、本址は609014018号住居址と同

時期の後期終末期の住居址と考えられる。
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挿図52 KID 65号住居址,土坑80084
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(4)古墳時代後期

①  l号住居址  (挿図52)

本住居址は遺跡の北端に於て、明褐色土を掘 り込み炭化物を多く含む黒色土の落込む遺構とし

て検出された。住居址の東端を南北に走向する 1号溝址により切 られ、北壁に接 して 5号土坑が

西壁にて縄文時代中期の29号住居址を、また南壁側で同 じく32号住居址が本住居址により切 られ

ている。住居址の規模は東西 6.Oπ 、南北 6.2π で、北壁中央部に粘土カマ ドが設けられ、主柱

穴 4本をもつ隅丸方形竪穴式住居址である。その主軸方向はN2°Wでほぼ真北を示す。壁は東壁

の一部が 1号溝班とにより破壊されているものの他は良好であり、壁高は東壁10m、 西壁15cm、 南

壁 5 cm、 北壁25卸 を測る。床面は硬 く敲きじめられ、壁直下を幅10～ 15cm、 深さ5～ 10mの周溝

が全周する。南東隅の南壁より主柱穴 P4に向って細い溝がみられ、その形状、規模共に周溝と同

類であり、間仕切周溝と想定される。主柱穴 P2に接 した東側中央部に、炭化材、炭化物及び焼土

が多く散在 し、火災にあったものと思われる。主柱穴の深さはP171m、 P266m、 P375ctt P470 cm

を測る。カマ ドの西側に 1.3× 0.85π、深さ43卸 の穴があり、灰落し穴と比定される。中から炭

化物、灰、土師器甕破片などが出土 している。カマ ドの東側、主柱穴のP3の北に接 した P6は深さ

55卸 であるが性格は不明である。カマ ドはつぶれた形で検出されたが、両袖の部分は粘土で構築

されており、石組及び石芯の検出がみられず、いわゅる粘土カマ ドである。片袖部の幅約30卸 、

長さ70mで、焼成炉部は50× 80mを 測り、土師器甕破片と共に焼土や炭化物がみられた。

遺物は粘土カマ ドの周辺一帯と東南隅にみられ、土師器、須恵器、石器が出土 した。甕形土器

7個 体分、高杯の非内黒の外部 2個体、内黒の鉢 1個 体及び内黒の杯 8個体分がある。また、須

恵器は小片ばかりであるが器形からみて瓶片3点及びはそうの口縁部片 2点が出土 している。石器は

砂岩製の砥石 1点、編物石に比定されるもの 2点がある。

時期は出土 した土器から後期後半に比定される。 (岡 田 正彦 )

②  2号住居址  (挿図53)

調査区中央からやや北よりC2k22に 検出し、30・ 32号住居址を切 り溝址 1に切 られる。 (5.8)

×6π の方形竪穴住居址であり、主軸はN18°Wを潰1る 。壁高は10～ 25 cmを測るが、北壁は水田造

成で削平されている。火事の住居址であり、炭化材が入っていた。カマ ドと周辺の床は削平され

ているが、残った部分は堅 く良好であった。主柱穴は 4本で掘り方は大きい。南壁下中央の穴は

入り□施設であろう。カマ ドは無 くなっていたが、北壁中央部の床が深さ5卸の所まで焼けてお

り、位置は推測できた。周溝は 3方向の壁下に検出した。該期住居址と同様に傾斜面に対して、
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挿図53 KID i号住居址,溝址 l

1 貰褐色土

2 黒色土 (焼土・炭混 じり)

3 灰色土

4 褐色土 (焼土多量混 じり)

5 黒褐色土 (焼土混 じり)

6 黒褐色土

7 灰褐色土 (焼土・炭 i昆 じり)

8 黒褐色土 (焼土多量混 じり)

9 焼二11
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／

文

着

入り□部が高い方向

にあり、何 らかの規

制が類推できよう。

遺物の出土量は少

ない。カマ ド位置の

焼土上部から土師器

内黒不片が出ている。

他に土師器甕 。須恵

器甕・短頸壺□縁 0

高不 。蓋などの破片

が出土 している。須

恵器は甕片をのぞい

て、胎土が良 く白灰

色を呈 している。石

器は砥石 。編物石で

あり、混入遺物の粗

製石匙 。石錘がある。

時期は後期後半で

ある。

(佐々木嘉和 )

挿図54 KID 2号住居址ヮ溝址 :
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③  3号住居址  (挿図54)

調査範囲の西側、C2i18を 中心に検出した。北壁を 2号住居址に切られ、東側上面を溝址 1に

切られている。北東隅が35号住居址を切 り、 南壁が 34・ 37・ 56号住居址を切 っている。ほぼ

全体が調査できた住居址である。規模は7× 7π を測り、隅丸正方形の竪穴住居址である。周溝、

主柱穴の状況から東へ70m程拡張 しているとも考えられる。周溝は 2号住居址に切 られる北壁側は

不明となるが南隅を除き壁直下を全周 していたと考えられる。深さは 2～ 15mを測る。また東側

の 2本の主柱穴を繋 ぐ様な状態で溝が検出された。幅は広いが周溝と考えられる。深さは 5～ 22

卸を測る。さらに西壁からP2までの間と周溝の中央、幅広の周溝から外側を除き、きわめて堅 く

挿図55 KID 3号住居址

／

氣

ナ
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良好である。主柱穴は 4本であるが、北東隅のP4は住居址 内側 に貼 り床された同様の穴を伴う。

ほかの 3本 も掘方上部が歪んで大きく広がっており、柱を建て替えているものと考えられる。ほ

かに本住居址に伴なうと判断される施設に P5と P13がある。 P5か らは甕破片が、 P13か らは甕の

完形品1が出土 している。 P13は 2号 住居址に切 られる部分であるが貼 り床されており本址の穴と

判断 した。カマ ドは北壁の中央部に存在 したと考えられる。 2号住居址に切られほとんど壊され

ている。焼土は広範囲に認められたが、黄色粘土の高まりをわずかに把握 した。粘土カマ ドであ

ったと考えられる。土器は P5、 P13の ほかはカマ ド周辺の床面上に集中出土 した。

遺物には土師甕 11点 ・不 4点、須恵器甕・不・蓋不 。はそうがあり須恵器は皆破片である。甕のう

ち器形の知れるものは 7点で長胴のものと胴のあまり長 くない 2者があり後者が主体となる。不

は内面黒色処理されたものが 3点ありうち 2点 は底部が平 らな皿状のものである。石器は編み物石

5点 と半磨製石斧 1点がまとまって出土し後者は再利用されていたものと思われる。ほかに縄文

時代の混入品:が数点ある。

時期は後期後半である。 (佐合 英治 )

④ 4号住居班L (挿図55)

調査区北東境中央 C2r17こ 検出し、35号住居址を切る。 5.4× 6.lπ のやや長方形の竪穴住居

坦Lで あり、主軸はN22Wを浸1る 。壁高は南東側で20m、 北西側は削平されている。火事の住居址

であり、堅 く良好な床面上に黄色土混り黒色土層が 5～ 2 cmの り、その上に炭の混 じる層がのっ

ていた。主柱穴は 4本であり、P3の掘 り方中には、炭層が10～ 5 cm低 い所に検出された。カマ ド

右の穴には、底部に炭と焼土が入っており灰溜穴と思われる。カマ ドは削平されているが焼土、

甕片など出土し位置は確認できた。該期の他住居創1と 同 じく、傾斜面の低い方向北西壁やや西よ

りに設けられている。周溝は 3方向の壁下に検出した。

遺物の出土量は少ない。土器はほとんど甕の破片で粗製である。不片の内面は箆磨きされてい

る。カマ ドの下から混入品と思われる横刃型石器が出ている。

時期は後期後半である。                         (佐 々木嘉和)
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1

2

3

4

5

黄色土(焼土混じり)

黒色上(焼上混じり)

焼土(黒 色二Li昆 じり)

黒色土(黄 色土混じり)

攪乱

挿図56 KID 4号住居址

⑤ 5号住居址  (挿図56) .

縄文時代中期の住居址41043号住居址と重複し、C2ill付 近で確認された。重複のため西壁は

検出できなかったが、規模は推定 5。 8× 5.2π の隅丸方形を呈する竪穴住居址である。主軸方向

はN47° Wを 示す。中央の一部および西壁中央付近は削平をうけて床面を検出できなかった。壁

は検出面から5～ 13釧の深さを測り、やや緩やかに立ち上がり、東・北壁下に周溝の一部を検出
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挿図57 KID 5号 住居址

した。主柱穴は Pl～ P4の 4本で、径40～60cmの 円形ないし楕円形の掘り方である。 P9上面には貼

床が施され、また南壁際には溝址 1の基底部がおよんでいる。

出土遺物は少ないが、土師器不 。内黒不・甕、須恵器甕、砥石などがある。ほかに東壁下の周

溝上に編物石が出土 している。

出土遺物等から後期後半に属する住居址である。 (桜井弘人 0馬場保之 )

⑤ 7号住居址  (挿図57)

調査区北西境中央D2c3に検出した。 8014号住居址を切り、

成時の削平にあう。 (7.2)× 6.7π の方形竪穴住居址でやや大き

は残存部で20cmあ り、床は14号住居址を切り貼り床をしている。

掘立柱建物址 5に切 られ水田造

く主軸はN47.2° Wを浸1る。壁高

床面は比較的堅いが凹凸が著 し
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い。主柱穴は 4本で掘 り方は大きい。カマ ドは該期他住居址と同じく傾斜面下方に設けられてい

たと推測される。周溝は壁下に掘 られ整っている。

遺物の出土量は少ない。土師器甕 0不・高K須 恵器高不・蓋不の身などが出ている。須恵器

高不 は外部1/2と
141上部がわずか残っていただけであるが、外 部に 2段の稜をもちシャープに整形

されており、脚部は 3方 に透 しをもつ。鉄鏃が 1点 あるが、平根の無茎である。紡錘車は 2点 あ

り 1点は土製でほぼ完形、もう 1点 は石製で1/3残 っている。石器は砥石と編物石である。編物石

は床面に多数散布 していた。

時期は後期後半である。

◎ 鶴

I Q発

Ｐ
６

８６

に

悧

）

゛

窒

Ｒ

‐‐６

◎
騨

挿図58 KID 7号住居址

でヽ
ハい吻「　^輿
。
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0            2m

挿図59 KID 10号住居址

⑦ 10号住居址  (挿図58)

調査区西隅よりDlq4に検出した。42号住居址を

切 り水田造成に壊されわずか調査 しただけである。

推定 4.5π 前後の隅丸方形竪穴住居址で、主軸方向

は不明である。床面は削平されていると思われるが

比較的良好であった。主柱穴は東北壁ぎわの 3本が

良いと思われる。

遺物の出土量は少ない。甕は半個体あり器壁が厚く

粗製であり時期の決め手に欠ける。石器は砥石 。編

物石で、砥石は砂岩の自然石であり使用痕が著 しく

凹み刃物痕が残っている。小さな鉄製品もあるが、

茎か釘であろう。

時期は古墳時代後期と思われるが、確証はなく、

弥生時代の可能性も捨て切れない。

③ ll号住居址  (挿図59)

調査区北西側の試掘 トレンチD2c9に検出し、拡張調査 したが、井水設置の撹乱のためわずか

調査できたのみである。方形竪穴住居址であろうが、規模 。主軸方向は不明である。火事の住居

址で検出時覆土中に焼土が混入 していた。床面は堅 く穴の回りの床が良 く焼け赤褐色を呈 してい

た。穴はすべて浅 く主柱穴と確認できるものはない。

調査範囲は狭いが遺物の出土量は比較的

多い。土師器甕 。不 。高不があり、甕は胴部

一個体で半分位あるが復元は不可能であっ

た。不 0高不の不部が 6個体あるがほとん

課 色処理され、底部近 くに緩い稜をもつも

のもある。

時期は後期後半である。

0            2m

挿図60 KID ll号住居址
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⑨ 12号住居址  (挿図60061)

調査区南西側境中央付近 C lql睦中心に検出した。52号住居址を切 り掘立柱建物址 12に 切 られ

る7.1× 6:5π のやや長方形竪穴住居址である。主軸はN34CW、 壁高は30～ 20卸 を測り比較的高

い。火事の住居址であり炭化材が散布 していた。床面の中央部は堅 く良好であるが、壁下はやや

深 く下げられ、はり床がなされておりその部分はやや軟 らかであった。主柱穴は 4本で床面から

約50mと深 く底部に柱痕 らしい凹みがみられた。かZドは奥壁ほぼ中央に位置 し該期の他の住 居址

と同 じく、傾斜面の下方に設置される。石芯粘土カマ ドで天丼石と推測される石もあり、周囲に

/

挿図61 KID 12号 住居址
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は遺物 も多く右袖の壁ぎわには、土師器甕が原形を保っていた。南東壁下床面に偏平な石 2個が

並んでおり入り□施設に関係すると思われる。

遺物の出土量は比較的多く、土師器甕・不であり甕はほぼ完形 3点 と、破片が 4個体ある。ほ

ぼ完形 2点は長胴であり、カマ ド右袖ぎわにあったものは下ぶ くれである。胴部が球形で頸部が

直に立ちあがる破片もある。不は 2点で、 1点 は黒色であり平底で湾曲 して開いている。石器は

編物石と混入の石鏃である。

時期は後期後半である。 (佐 々木嘉和)

⑩ 13号住居址  (挿図41)

Clt13付 近で59号住居址に重複 して確認された。隅丸方形を呈すると思われるが、南東隅のご

く一部を検出したにとどまり、その他一切不明である。

本址は火事の住居で、床面には炭の入った黒色の部分が縞状にみられ、よく焼けている。

出土遺物から後期後半に属する住居址である。          (桜 井弘人・馬場保之)

0
| |

黒色土 (焼土混 じり)

焼Jl(黒 色土混 じり)

黄色粘土 (褐色土混 じり)

3に焼土・炭が混 じる

褐色土 (黄色土混 じり)

炭・焼土・灰 (黄 色土混 じり)

黄色土 (黒 色土混 じり)

攪乱

挿図62K:D12号 住居址カマ ド
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① 15号住居址  (挿図63)

調査範囲内南東側のC lpl附近に検出された。上部は削平され全体の残存状態は悪いが、 4.4

×4.8π を測るほぼ方形の竪穴である。東側で壁高10数 cmを測るが、西側ではほとんど残存 しな

い。床面全体に焼土・炭化材が分布 し火事の遺構である。南隅部の床面から壁にかけて焼土が厚

く検出され、その焼土をはさむように石を抜き取ったともみられる穴があリカマ ドの可能性が強

い。一般の住居址にみられるような上屋の構造を推測すべき柱穴等は不明であり、以下のような

特殊な点がいくつかみられる。

南西壁のほぼ中央に壁ぎわ及び壁上に焼けた礫が点在 し、その西側に 1.4πの間隔を持ち、径

20m、 深さ56059釧 を測るP2° P3があり、何 らかの上部施設があったと考えられる。 Plは径約80

m、 深さ40余印を測るほぼ円形の穴で、内部に礫・炭が入る。Pl内部から出土 した炭は、一般的

にみられる建築部材の炭化 したものではなく、いわゆる堅炭状である。P4は 径20m、 深さ10卸 の

不整形な穴であり、内部には炭粒がつまっており、それに混 じって鍛鉄時に生 じると考えられる

スケールが層を成 して検出された。また、この穴の周囲にも炭・ スケールが散布 しており、それ

に接 して径40卸程の花商岩自然石が置かれており、鍛鉄時に使用する台石=金床的な性格の考え

られるものである。床面は全体

的には良好とはいえないがPl周

辺には焼土化 して硬 くなった箇

所もある。東隅寄りの床面上に

深さ7卸程の浅い穴があり、内

部から焼土・炭が出土 している。

また、それに接 して小さな穴を

連絡 したかのような幅20clll長 さ

80m程の溝状の施設がありこの

内部からも炭 0焼土が出土 して

いる。

遺物の出土は少なく、小刀と

鉄鏃の他は土師器小破片が出土

したのみではあるが、本址は古

墳時代後期後半の遺構といえる。

また、本坦Lは 、全体形が方形を

呈する竪穴という以外本遺跡で

検出された他の該期住居址との

共通点は見い出し難 く、極めて

特殊な遺構といえる。更にいえ

挿図63 KID i5号住居址
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ば、諸々の状況から本北田遺跡の古墳時代後期集落において一定の位置を与えられた鍛冶工房と

することが可能である。 (小林 正春 )

⑫ 16号住居址  (挿図64)

D2c4付近で28号住居址、掘立柱建物址 3～ 5と重複 して検出された。本住居址の南東隅はロ

ームマウンドにより切 られている。推定規模 4.5π ×4.lπ の隅丸方形を呈する竪穴住居址で、

主軸方向はN23° Eを示す。わずかに床面と思われる部分が残っているにすぎず、周溝はない。

主柱穴は 4本確認され、径30～45mの 円ないし楕円形を呈 しており、このうちP10P4は 二段構造

の掘り方をもつ。北壁ほぼ中央にカマ ドが設けられているが、火床部分にわずかに焼土が残るの

みである。

出土遺物は少なく、土師器高不などがあるが、P4か ら縄文土器片、覆土から弥生土器の壺 。甕

が混入 し出土 している。

時期は出土遺物等から後期後半に属する住居址である。 (桜井弘人 0馬場保之)

① 17号住居創i

(挿図95)

調査範囲内西端部の土

坑15を切って焼土 。礫が

検出された。傾斜が急に

なる台地端部にあたり、

旧水田造成にかなり削平

されており、住居址の大

半は残らず、カマ ドの一

部のみが残存 したものと

考えられる。

出土遺物はなく、時期

決定は困難であるが、カ

マ ド状況などから当遺跡

内で検出された他の古墳

時代住居址と同時期の可

能性が強い。 (ノ lヽ林正春 )

|

γ l
ロームマウンド′

ノ

挿図64 KID 16号住居址
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挿図65 KID 70号 住居址,土坑‖ |

⑭ 70号住居址  (挿図65)

調査範囲の南西端、 C lf24を 中心に検出した。道路建設予定部分に当り、西側のほとんどは切

り取られている。全体の1/3程 が調査できた竪穴住居址である。平面形は隅丸方形と考えられる、

確認 した北東壁は 5.7π を測り、N48° Wを示す。壁は北隅で 6卸 を測り東隅は削平されている。

周溝状の落込みを南東壁下に検出したが土坑と切 り合う部分のため断定できない。床面は凹凸は

あるものの比較的良好なものである。柱穴は 2本確認 し4本主柱穴と考えられる。Plか ら不など

が出土し、本址に伴なう穴と考えられる。カマ ドは調査できた部分では痕跡さえ認められず位置

等は不明である。

遺物はきわめて少なく須恵器は出土 しなかった。器形の知れるものは不一点のみである。甕の

口縁部が 3点あるが下部器形は不明である。ほかに用途不明の鉄製品の小片がある。

時期は後期後半に位置付けられる。
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⑮ 71号住居址  (挿図66)

70号住居址同様に道路建設予定部分の南西端のC lk17を 中心として検出された。西側のほとん

どは切 り取 られており、南側は72号住居址を切 っている。全体の1/3程が調査できた。平面形は隅

丸方形で、規模は北西、南東方向の一辺が 4.6π 程を測る竪穴住居址である。確認 した一辺の壁

方向は N37.5°Wを示す。周溝は壁直下に途切れて検出された。深さ 5～ 10cmを測る。床面は72号

住 居址を切 る部分 は貼床 され凹凸が激 しく軟弱である。それより北西側床面 は平坦で堅

く良好 なものである。主柱穴は4本主柱穴と判断され北隅のPl又 はP2と東隅のP3が住居址の

東側の 2本 に当ると考えられる。又 Pl・ P2は ほぼ同じ深さを持ちP3は楕円の掘方であることから

建て替えの可能性がある。鋤先が72号住居址カマ ドを切るP6から出土し、本址に付属する穴であ

る。本址カマ ドは調査内では確認されなかった。

遺物は少ない。土器で器形の知れるものはな く、須恵器の出土もない。土師器甕、小形甕、高

がある。鉄製品として鋤先がある。

時代は後期後半に位置付けられる。

挿図66 KID 7i号 072号住居址9土坑91。 92

＼
≠――――――プ／‐‐‐‐‐ノイ‐‐‐‐ノーーーヽ、‐／́「‐‐‐

Ｌ
』
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⑩ 72号住居坦L (挿図66)

南西端のC lh17を 中心に検出された。道路部分に当るため西側は大きく削り取 られている。71

号住居址に北西側を切 られる。北東壁は土坑91092と 切 り合い歪むが新旧は確認できなかった。

住居址全体の1/4程 が調査できた。平面形は隅丸方形で、主軸に直交する一辺が 4.9π を測る竪穴

住居址である。主軸方向はN65.5° Eを示す。壁 は深 さ15～ 36卸 を測り角度を持って立ち上がる。

調査できた部分に周溝は確認されなかった。床面はカマ ド前の一部を除き凹凸がきわめて激 しく

軟弱である。主柱穴は71号住居なLの貼り床を取り除き確認された Pllと 切り取られた端の部分に検

出されたP12と 考えられる。掘方は小さいが深さは十分なものである。南西側に 2本が想定され

4本主柱穴と思われる。本址に伴なう施設として P13、 P14が あり、PBか らは土師器小形壺と炭化

した板状木製品が出土し、P14か らは土師器不、甕が出土 している。カマ ドは北西壁のほぼ中央に

ある。ほとんどの部分が71号住居址東隅に切 られている。火床部と考えられる多量の焼土の高ま

りと、壁外に煙道を確認 したが、形態は不明である。

遺物には土師器甕 5点 ・小形甕 1点 ・不 4点 などがある。甕のうち 1点は底部で器形は知れな

いがほかのものは胴のあまり長 くならない土器である。琢は内面黒色処理されたものが 1点含ま

れる。須恵器は出土 しなかった。石器には編物石 4点があり、石製品として日玉がある。ほかに

縄文時代からの混入品であるが磨製石斧、横刃型石器、剥片石器などもある。

時期は後期後半に位置づけられる。

① 73号住居址  (挿図67)

調査部分の南西隅のC lk12を中心に検出した。 70号～72号住居址と同様に道路になる部分であ

る。南西側 1/2が 切 り取 られている。住居址東隅側は、全体の 1/4が道路下の埋土が厚 くされることや

時間的な制約などから未調査となった。調査 した範囲は全体の1/4程 と考えられる。平面形は隅丸

方形である。規模は切り取られた斜面部分をわずかではあるが調査 し、主軸方向の一辺が 6.577t

を測ることを確認 した。主軸方向はN40° Wを示す。壁 は17～ 22 cmを 測り、ほぼ垂直に立ち上が

る。周溝は北隅壁直下のみに検出された。深さ 4 cm程の浅いものである。柱穴は住居址等の形態

から4本 と考えられる。調査できた部分では Plま たは P2が考えられるが、西側部分か不明、東隅

が未調査のため、どちらが主柱穴に当たるのかは不明である。カマ ドは北西壁の切 り取 られた部

分に検出された。石組粘土カマ ドで右袖部と火床を確認 した。

遺物は土師器甕 。小形甕・甑破片がある。甕は胴部の長くならないものである。須恵器は出土

しなかった。

時期は後期後半に位置付けられる。

-79-
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挿図67 KID 73号住居址

-80-



2)掘 立 柱 建 物 址

① 掘立柱建物址 1 (挿図68)

調査 した部分のほぼ中央の Cly 19を 中心に検出した。49号住居址北西壁を PЮ ～P18が切ってい

る。規模は 5× 4″ を測る掘立柱建物址である。規模は桁行方向6.7π .、 梁行方向 4.3″ を測る。

桁行方向軸N42Eを示し、掘立柱建物址 10。 16・ 17と ほぼ同方向である。柱間は桁 。梁それぞれ

1.34″ を測るが、南西の梁の柱間はやや不規則である。柱掘方は直径50θπ前後を測り、ほぼ円形

である。深さにばらつきがあり、壁面も垂直な所と比較的ゆるやかな部分とがある。覆土は暗褐

色土である。また、柱痕は確認できなかった。

遺物は土師器不・甕、須恵器甕、縄文土器小破片が出土 している。

時期は遺物やほかの掘立柱建物址の切り合い状況から古墳時代後期後半に位置付けられる。

◎         ◎

◎            ◎

-0-◎一◎~◎~0~9~

挿図68 KID建物址 1
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② 掘立柱建物址 2 (挿図69)

調査範囲の中央部よりやや西側のClw24を 中心に検出された。 P4～ Pllが 24号 住居址を切 っ

ている。 4× 2間 の掘立柱建物址である。規模は桁行 5.1″ 梁行 3.6″ を測る。桁行方向軸はN

3gwを示 し、掘立柱建物址 9と ほぼ同方向である。桁行の柱間は P3と P4、 P10と Pllの 間がやや

広 く 1.45″ を測り、ほかの柱間は 1.22″ となる。梁行の柱間は 1.8″ である。柱掘方の平面形は

直径 75Cπ 前後の円形または楕円形で、黒色土の覆土である。深さにややばらつきはあるが、壁面

はほぼ垂直に掘 られている。 P9・ Ploを 除き底部の中央に凹み部分が認められ、柱の圧痕である

と考えられる。

遺物は土師器小片、縄文土器、石器片が出土 している。

時期はほかの掘立柱建物址と同じ古墳時代後期後半に位置付けられる。 (佐合英治 )

二に,一(19

―◎―◎―⑥
③

KD―

ln) Ln1
F-r".......re

挿図69 KID建物址 2
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③ 掘立柱建物址 3 (挿図70 図版 )

調査区中央か らやや北西よりD2clを 中心に検出した。25号住居址を切り掘立柱建物址 4と切

り合う。土坑 4に切られ 1本 は確認できなか つた。3× 3間で 4.7× 4.2″ のほぼ方形の掘立柱

建物址であり、柱間は桁行で 1.8～ 1.4″ 梁行で 1.4″桁行方向はN64°Wである。柱掘方平面形

は40～60卸 の円形で深さもそろっている。

遺物は縄文時代の土器片が入っていただけである。

時期は古墳時代後期後半に位置付 くと思われる。
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④ 掘立柱建物址 4 (挿 図70)

D2c3を中心に掘立柱建物址 3と 切り合って検出し、25号住居址を切る。 4× 2間 で 4.4× 3

″の長方形掘立柱建物址であり、柱間は桁行で 1～ 1.2″ 梁行で 1.5～ 1.6″ を測り、桁行方向

は掘立柱建物址 3と 同じN6ξWで ある。柱掘方 は平面形で直径40～60cmを測るほぼ円形である。

時期は掘立柱建物址 3と何 らかに関係する建物址で、古噴時代後期後半の遺構である。

(佐 々木嘉和 )

⑤ 掘立柱建物址 5 (挿図71)

D275を中心に、23、 30号住居址、小竪穴 1に重複 して検出された。桁行 6間 、梁行 3間の身

舎に四面廂の付いた 8間 ×5間 の掘立建物である。桁行 14.81″ 、梁行 5.99″ を測り、桁行方向

はN42.1° Eを示す。柱間は桁行で北から 1.03″ 。1.29“ ・ 2.03″ 。2.18″ 。2.18″ ・2.28物・

2.24″ 。1.31形 を測り北から2間 目と南から 1間 目はほぼ等 しい寸法を示す。同時に、北から

1間 目と2間 目を合わせた寸法は 3～ 7間 目の各寸法とほぼ等 しい。一方、梁行では東から1.34

″・1.90″ ・0.55″ ・1.30″ ・0.90″ を測り、東から 1間 目と4間 目はほぼ等 しい寸法である。

また東から 2間 目の寸法は 3間 目と4間 目の寸法の和にほぼ等 しい。このことは上屋の構造や柱

の割 り付け方法を考える上で重要であると思われる。柱掘り方は径15～ 406π の不整円形を呈 し、

深さは 7～ 786π とばらつきがあるが30～ 50θπが多い。覆土は炭混りの黒灰色土である。

本掘立柱建物址は、四面廂付の建物で規模が大きく、他の建物址が側柱のみの掘立柱建物址で

あるのと比較すると著 しく様相を異にしている。

出土遺物は少ないが、中世に比定される掘立柱建物址である。

⑥ 掘立柱建物址 6 (挿図72)

C2k30を 中心に掘立柱建物址 5と 重複 して検出された。 3× 2間 の側柱のみの握立柱建物址

で、桁行方向はN15.5° E、 掘立柱建物址21と ほぼ方向を示す。桁行 3.82″ 、梁行 2.96″ を没1り、

柱間は桁行 0.92″ ～ 1.83″ 、梁行 1.26～ 1.70″ とばらつきがある。掘り方は径40～ 606π 、深さ

30～ 45θπの不整円形を呈 し、覆土は黒褐色土である。

Pl・ Roか ら須恵器杯が出土 しているほかはほとんど遺物はないが、古墳時代後期後半の掘立

柱建物址である。                        (桜 井弘人・馬場保之 )
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⑦ 掘立柱建物址 7 (挿図73)

調査区中央から東南より、C2blを中心に検出した。 6・ 45号住居址を切 る。南隅の 2個 は、

削平され確認できなかった。 5× 4間で 6.9× 5.3″ を測る長方形の掘立柱建物址である。桁行

の方向軸はN57.5° Eを 示す。柱間は桁行で 1.0～ 1.4″ 、梁行は約 1.4″ を測るが、位置に多少

のバラツキがみられる。柱掘方の平面形は、おおむね40～ 60θπを測る円形を成 し、底部に柱痕 と

思われる凹みを持つものもある。深さは一定でなく、底部の標高に著 しく差がある。

遺物は土師器甕と不の小片がわずか出土 したのみである。

時期は古墳時代後期後半である。
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③ 掘立柱建物址 8 (挿 図74)

掘立柱建物址 7の東側C2elを 中心に検出した。 6 ・44・ 45号住居址を切 る。 4× 3間 で

5.5× 3.5″ を測る長方形の掘立柱建物址である。柱間は桁行で約 1.4″ 、梁行で約 1.夕 を測

り、桁行の方向軸はN29.5° Wを示す。梁行の 方向は掘立柱建物址 7の 桁行方向とほぼ同方向を

示 し、並列に位置する。柱掘方の平面形は、おおむね円形を成 し、直径40～ 606π を測る。検出面

から底部までの深さは比較的浅いが、底部の標高はほぼ一定である。

遺物は器形不明の土師器小片がわずか出土 したのみである。

時期はほかの掘立柱建物址の位置、切り合い関係からみて古墳時代後期後半に位置付けられる。

-87-
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⑨ 掘立柱建物址9 (挿図75)

調査区西隅よりDls5に検出し、10号 。18号 。27号 。42号住居址を切り、重機による試掘 トレ

ンチに切られる。5× 3間 で 5.7× 4.1形 の長方形掘立柱建物址である。柱間は桁行で 1.2～ 0.8

″梁行で 1～ 1.4″ の円形で小形であるが、深さは住居址を切っていない所で 1″ 弱と深い。穴

の底部が焼けて赤褐色になっているものもあり、すべての穴の覆土中から炭が出土した。
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‐

遺物は少なく切 っている住居址の遺物と思われるもののみであった。

時期は古墳時代後期後半に位置付 く掘立柱建物址である。 (佐 々木嘉和 )
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⑩ 掘立柱建物址lo (挿図76)

調査区西隅に近いCl r25を 中心に検出した。57号住居址を切る。 3× 2間 で 4.3× 3.4″ の長

方形の掘立柱建物址である。柱間は桁行で約70θπ、梁行で約90`π を測り、桁行の方向はN43.5° E

である。柱掘方の平面形は(直径40～ 60θπを測る円形を成し、底部に柱痕と思われる凹みを持つ

ものもある。検出面から底部まではほぼ一定の深さがあり、その標高もおおむね一定である。

遺物は切 っている住居址のものと見 られる石器が一点出土 している。

時期は古墳時代後期に位置付 くと考えられる。 (吉川 豊 )
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① 掘立柱建物址11 (挿 図77)

調査区中央南西よりCl s20に 検出した。基本的には 5× 3間の掘立柱建物址と思われ、 7× 6

″のやや長方形である。柱間は桁行で 1～ 1.4″ 梁行で 1～ 1.5″ を測り、桁行方向はN54° Eで

ある。基本的には 5× 3間であろうが、南東側の桁行に 3列の柱穴が検出できた。覆土はすべて

の穴に黒色土が入っていたので、本掘立柱建物址の付属施設と判断 した。廂、入り□施設などの

たれさ出検が設考
　
は
　
は

と
　
物
　
期

穴
　
甕退

時

柱

|          | | |
~9~~~翁~■

?9-0-源%~

-0-瘍一◎一

Ｑ
品

Rρ

⑩
‐

（網
∵
゛
‐や
‐

③

◎鶉 ―

| | |

挿図77 KID建物址 ll

-91-



⑫ 掘立柱建物址12 (挿図78)

掘立柱建物址11の南西側 Clm 20に 検出 した。12号 ・32号住居址を切り、部分的に土盛にかか

った。基本的には、 5× 3間の掘立柱建物址で、 7.1× 7.6mの ほぼ方形である。柱間で桁行で

1.8～ 1.3π梁行で 1.8× 2π を測り、桁行方向はN54° Eである。基本的には 5× 3間であろう

が南東側桁行の外側に 3× 1間の柱掘方を検出した。この柱穴は小型で両端の柱間 2.6π 、中央

2.4π である。すべての柱掘方に焼土と炭が混入 しており、何らかの意図的な結果であろう。

遺物の出土は少なく時期の決めてにはならないが、古墳時代後期後半の掘立柱建物址と考えら

れる。 (佐 々木嘉和 )
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⑩ 掘立柱建物l■_13 (挿図79)

C l w14を 中心に、48058・ 59号住居址を切 って検出された。5× 4間の側柱のみの掘立柱

建物址で、桁行方向はN22.1° Eで ある。桁行 6.27″ 、梁行 4.6″ を測り、柱間は桁行 1.25″ 、

梁行 1.15″ 前後でほぼ揃 う。 柱掘方 は径45～ 60 θπのほぼ円形であるが、深さは12～ 706π とば

らつきがある。掘方の底部 レベルでは側柱の東 。南側はほぼ揃っている。柱痕は検出面では確

認できなかった。また掘方底部が二段構造を呈するものが多い。

遺物は掘 り方から縄文土器片、石鏃、土師器片が出土 しているが、前二者は重複する住居址に

r~、

◎路

◎路

―◎―⑭ ―

挿図79 KID建物址 13
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伴なうものと考えられる。P3か ら横刃形石器が出土しているが、

い。

時代は、古墳時代後期後半に属する掘立柱建物址である。

混入品であり、他に遺物は少な

(桜井弘人・馬場保之 )

⑭ 掘立柱建物址14 (挿 図80)

調査区南隅よりCl r13に 検出 し、15号住居址を切り、掘立柱建物址 15。 16と 切り合う。5× 4

間で 5.7× 4.7′″のやや長方形の掘立柱建物址である。柱間は桁行で 0.8～ 1.3″梁行で 1～ 1.2

6π を測り、桁行方向はN45° Eで ある。柱掘方平面形 は、ほぼ円形であるが、位置にバラつきが

見られ深さも一定ではない。底部に柱痕 らしい凹部を持つものもある。南東側桁行の内側に4本

の穴を検出 したが桁行方向と平行でなく、本掘立柱建物址とは別遺構と判断 した。その後の調査

の進行に伴ないこの柱掘方 4本 は掘立柱建物址16に 付属するものとなった。

遺物の出土はわずかである。

時期は、古墳時代後期後半に位置付けられる。 (佐 々木嘉和 )

⑮ 掘立柱建物址15 (挿 図81)

調査範囲の南端、掘立柱建物址が集中して確認された一角にあり、Clq 10を 中心に検出 した。

53号住居址を切りPl・ P14～ P16が掘立柱建物址14の南東梁の掘方を切る。P7が掘立柱建物址23の

P5を切って完全に重複している。Rは土坑16に切 られている。5× 4間 の掘立柱建物址である。規模

は桁行 8.2″ 、梁行 3.5″ を測り、桁行方向軸はN32Wを示す。掘立柱建物址23と ほぼ同方向で

ある。柱間は桁行 1.64″ 、梁行 1.12″ を測る。柱掘方の平面形はほぼ円形を成 し、直径 50～ 70

`π
を測る。 P6・ P8° P9'P16を 除き掘方内に柱止めと考えられる石が認められる。北東桁のもの

は30～ 40θπを測る板状の石を底部に密着 させ置いている。これに対 し南西側桁のものは直径 5～

30θπの丸い自然石を使っている。覆土を取り除 くと、ほぼ中央部に石の無い部分が検出され、こ

の部分が柱位置として捉えられる。それにより、掘り方内の石は柱を安定させるのに用いられた

と考えられ、石の検出されなかった柱掘方にも本来は石があったものと判断される。

遺物には土師器甕片があるのみである。

時代は古墳時代後期後半と考えられるが、重複する掘立柱建物址をすべて切っており、ほかの

掘立柱建物址に石を伴なったものがないことから、やや時代の新 しい掘立柱建物址である。
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⑩ 掘立柱建物址16 (挿 図82)

掘立柱建物址が集中 して検出された調査範囲の南側Clr10を 中心に確認された。P2～ PMが 掘

立柱建物址14。 15に 切 られ、P7は土坑 16に 切られている。 3× 4間 の掘立柱建物址で、北西に張

り出し部を持つ。この北西部分は切 り合いが激 しく当初張り出し部の穴を掘立柱建物址 15に 付属

するものと考えたため西端の 1本を検出するに至 らなかった。規模は張り出 し部 も含め桁行方

向が 7.8Z、 梁行方向が 5.2″ 、を測る掘立柱建物址である。桁行方向はN40¬Vを示す。柱間は

桁行が 1.8″ 、梁行方向が 1.7″ である。張 り出し部は北西梁行から606π 外にある。 4本 の掘方

を検出したが本来は 5本 あり、 4間 と考えられる。この柱間は 1.32″ を測るが P16と P′ の間がや

や狭い。掘方平面形はほぼ円形で直径65θπ前後である。壁面はほぼ垂直に掘 られている。柱掘方

の ほとんどの底部 には中心より外側にそれて凹み部分が認められ、柱の圧痕と考えられる。

遺物には縄文土器片、土師器小破片がある。

時期は切り合い関係等から古墳時代後期後半である。

○ 掘立柱建物址17 (挿図83)

調査範囲南側Clt9を中心に検出 した。Pl～ P3が掘立柱建物址22を切り、Plo・ Pll・ Pl菱掘立柱

建物址15に切 られる。 Pllは完全に重複 し、土坑16に も切られている。 P7は 土坑46と 切り合い、

P6は 検出されなかった。 5× 4間の掘立柱建物址である。規模は桁行 6.84′η、梁行 4.5解 を浸1る。

桁行方向軸はN45.5° Eを示す。掘立柱建物址14と 同方向、掘立柱建物址 10と ほぼ同方向である。

桁行の柱間はそれぞれの角より 1間 目が長 く 1.6″ を測り、中の 3間が 1.2″ を測る。梁行の柱

間は桁とは逆にそれぞれの角より 1間 目が短 く 1.2″ を測り、中の 1間が 2.1″ である。掘方平

面形は円形を呈 し、直径42～ 726π を測る。壁面はほぼ垂直に掘られており、底部は比較的平坦で

ある。柱の圧痕と考えられる凹み部を認める掘方が 5本確認された。

遺物には土師器甕片がある。

時代は古墳時代後期後半に位置付けられる。
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⑬ 掘立柱建物址18 (挿図84)

掘立柱建物址の集中する一角の東端のClv8を 中心に検出 した。掘立柱建物址22と 重なり合 う

P12は完全に重複しており、新旧を把握できなかった。また南東の梁部分掘方は未調査部分にかかる。

南西桁の南東部分を精査 し本掘立柱建物址が南東へは広が らないことを確認 した。南西桁行 4間、

北東桁行 5間 、梁行 3間 の変則的な掘立柱建物址である。規模は桁行 7Z、 梁行 3.5解 を測る。

桁行方向軸はN36¬Vを示 し、掘立柱建物址23と ほぼ同方向である。桁の桁間は、南西側のものが

1,75物 を測る。北東側は 1間分が未調査部分となるが、角より 1間 目が南西桁と同 じ1.75Z、

中の 3間が 1.2″ を測る。梁の柱間は中が 1″ 、両側が 1.25″ を測る。 P3・ P4を除き掘 方 は直

径506π の円形 もしくはやや方形の平面形を成す。 P3・ P4は直径406π でやや小さく深さも浅 い。
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南東桁中央部の変則的になっている部分に当たり、上屋の構造によるものと判断される。またPl・

P2・ P4・ P6・ P8・ P12の底部には凹み部分があり柱の圧痕と考えられる。

遺物には土師器甕片がある。

時代は周囲の掘立柱建物址の状況などから古墳時代後期に位置付けられる。  (佐 合英治 )

ゝ

挿図85 KID建物址 19
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⑩ 掘立柱建物址19 (挿図85)

調査区西隅よりDlr 7に 検出し、27号住居址を切り、掘立柱建物址20と 切り合う。 4× 3間 で

5.8× 4.5″ のやや長方形の掘立柱建物址であり、柱間は桁行で 14″梁行で 1.4～ 1.5″ を測る。

桁行方向はN24° Eである。柱穴平面形はややバラつきが見 られるが、ほぼ円形から楕円形である。

掘立柱建物址20と 方向が同じで、切 り合う柱穴が 2個 あるが、新旧関係は確認できなかった。掘

立柱建物址20と は何 らかの関係が推測される。

遺物の出土はわずかである。

時期は、古墳時代後期後半に位置付 く掘立柱建物址である。
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挿図86 KID建物址20
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⑩ 掘立柱建物址20 (挿図86)

調査区北西端近 くDl w5に検出し、掘立柱建物址 19と 切り合う。基本的には4× 3間 であるが、

南東側桁行柱間は 5間 である。規模は 5.5× 4.1%の 長方形掘立柱建物址 である。柱間は桁行で

1.2～ 1.6″ 、梁行は 1.2～ 1.5″ を測り、南東倶1桁 行の狭い柱間は 0.8″ である。桁行方向はN

20° E。 柱掘方平面形はバラつきがあるが、ほぼ円形に近い。検出面から底部までの深さには著 しい

差があるが、底部標高に著 しい差はない。底部に柱痕らしい凹部を持つ穴 もある。

時期は古墳時代後期後半に属する掘立柱建物址と考えられる。

◎

◎

◎

④ 掘立柱建物址21

(挿図87)

調査区北東端 C2q21に 検出し、

用地外にかかった。 4× 3間で4.8

×3.6″ のやや長方形の掘立柱建

物址である。柱間は桁行で 1～ 1.2

Z、 梁行で 1.2～ 1.3解 を測 り、

桁行方向はN19。 3° Eである。北東

隅の 1個は用地外にかかり、北東

梁行の 1個 は検出時にとばしてし

まった。切り合い関係の無い場所

で、黄色土面に検出したが、底部

まで浅 く検出面より上面から掘り

込まれていたものであろう。南西

梁行の内側に 2個の穴を検出した

が、深さもほぼ同 じであり、この

掘立柱建物址の何 らかの施設であ

ろう。

時期は古墳時代後期後半に位置

付 く掘立柱建物址である。

ｌ
③
‐‐０◎ ◎

一⑤―⑤―◎一―◎一

挿図87 KID建物址21
(佐 々木嘉和 )
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② 掘立柱建物址22 (挿図88)

調査範囲南東端のClr8を中心に検出 した。掘立柱建物址18と 重なり合 っており、Pllは 掘立

柱建物址18の P12と 重複 していたが切り合い関係は確認できなかった。南西梁は掘立柱建物址17

に切られている。規模は桁行 5.8″ 、梁行 3.5″ を測る、 4× 2間 の掘立柱建物址である。桁行

方向軸はN50.5° Eを示 し、掘立柱建物址24と 同方向、掘立柱建物址 12と ほぼ同方 向である。

桁の柱間は 1.45″ 、梁の柱間は 1.75″ を測る。柱掘方の平面形は直径406π 程の円形を成す。検出

面よりの深さは比較的浅 く、底部は平坦面を呈する。

遺物は何 も出土 しなかった。

時期は周囲の掘立柱建物址との関係から古墳時代後期後半である。
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④ 掘立柱建物址23 (挿図81)

調査範囲の南側、C lq10を 中心に検出した。53号 住居址を切り、掘立柱建物址15の P7に P5を

切られている。北西側梁は53号住居址覆土中にあり、精査 したが本址の掘方は検出できなかった

3× 3間の掘立柱建物址と判断 した。堺模は桁行 5.6Z、 梁行 5.2解 を測る。桁行方向軸はN34.5°

Wを示す。柱間は北東側桁がすべて 1.86″ なのに対 し、南西側桁は中央が 2.25η 、そ の西側の

柱間が 1.67物 を測 り狭い。梁行柱間は確認 した南東側で 1.73解 を測る。掘方は円形の平面形で直

径506π 前後を測る。壁は垂直に掘 られている。 P5、 P8を 除き柱掘方底部 の一部が さらに掘凹

められている。直径 15Cπ 程を測り、深さは底部より 5～ 306π である。

遺物は土師器不片などが出土 した。

時代は古墳時代後期後半に位置付けられる。 (佐合英治 )

② 掘立柱建物址24 (挿図89)

Cls 5を中心に62号住居址・小竪穴 2を 切って検出された。東西方向は 4間 、南北方向は未調

査区にかかり 2間 を確認 したにとどまる。東西方向 6.lZ、 N40° Eの 側柱のみの掘立柱建物であ

る。柱間は東西 1.52″ 。南北 1.35形 を潰1り 、柱掘方 は径40～ 65 cmの 不整 円形である。掘 方は

深さ、底部 レベルともほぼ揃 う。なお、 P6の 周囲には焼土が認められる。

出土遺物は少なく時期の決定は難 しいが、古墳時代後期に比定される。

④ 掘立柱建物址25 (挿図34)

Cln 6を中心に51号住居址に重複 して検出された。未調査区にかかるため、南北方向 3間を確

認したにとどまる。南北方向N40.5°Wを示し、柱間 1.5″ 前後でほぼ等間隔に並ぶ。柱掘方は

径約50θπの不整円形で深さも51～ 566π と揃う。覆土は黒色上である。

出土遺物は少ないが、古墳時代後期の掘立柱建物址である。    (桜 井弘人・馬場保之 )
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挿図89 KID建物址24

3) rl、

0            2m

① 小竪穴 1 (挿図96)

調査範囲内西端のD2h5付近に検出された。30号住居址に接 し、土坑15に 切 られる。3.2× 2.8

″の不整形の竪穴である。壁高は10～ 15`π を測り、なだらかな傾斜をもつ壁面となる。底部はほぼ

水平で、住居址の床面状である。

内部より、押型文土器片、黒曜石剥片、礫が出土 し、縄文時代早期の遺構であり、隣接する30
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号住居址と何 らかの関連が考えられる。

なお、縄文時代早期の遺物は、本址と30号住居址のある周辺にのみ集中 して出土 し、調査範囲

内の他所には該期遺物皆無の状況であり、舌状台地の端部にあたるこの一画にのみ人々の生活の

跡を見い出すことができる。 (小林正春)

② 小竪穴 2 (挿 図44)

Clu5を 中心に62号 住居址と重複 して検出された。当初住居址と考えたが、規模が同時期の他

の住居址に比べかなり小さく、また床面 も検出できなか ったため小竪穴とした。本址の南東部は

未調査区にかかり確認されていない。主軸方向 Nl° Wを示す楕円形プランで、 3.8″ ×3.0″ の

規模である。検出面からの壁高は10～ 306π をはかり、やや緩やかに立ち上がる。南壁下に周溝の

一部が検出され、また北側部分 は凹で いる。土坑51に 切 られた穴の西倶1に は焼土が若干認めら

れ た。

時代は出土遺物か ら縄文時代中期後半に属すると考え られる。 (桜井弘人・馬場保之 )

4)埋 設 土 器

① 埋設土器 1 (挿図90)

調査範囲の南側、Clr8に 確認 した。掘立柱建物址17内の南端、掘立柱建物址16と 土坑86の 南

西 1.2″ に位置するも底部を欠いた縄文土器胴部が埋められていた。住居址に伴 う埋甕の一部が

残存 し、露出したとも考えられ、周辺を精査 したが、本址に伴なうと考えられる遺構は何 も把握

できず
1性

格は不明である。

この土器は、縄文中期後半の深鉢である。

② 埋設土器 2 (挿図90)            、

調査区東端の遺構検出中にB2i12・ 13に 跨がって検出された。方形柱列址 3の 北西側 4″ に位

置する。縄文土器の胴部のみが埋められていた。住居址の埋甕の可能性があり、周辺を精査 した

が、確実に本址に伴なうと考えられる施設は何も把握できず`性格は不明である。
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埋設土器 |

挿図90 KID埋設土器 |・ 2

この土器は縄文時代中期後半の深鉢である。 (佐合英治 )

5)方 形 柱 列 址

① 方形柱列址 1 〔土坑58～ 63〕  (挿図91)

調査範囲の南東中央部、Ci b12を 中心に大形の土坑が検出され方形柱列址となった。掘立柱

建物址 6・ 7号住居址に切 られている。3個ずつが平行に並び、 規模は掘方の中心から中心で 6.4×      |
3.9π を測る。長軸方向はN60° Eを示す。長軸方向の掘方と掘方の間隔は、3.22を潰1る評面形は土     |

坑59と土坑63は別の土坑と切 り合い歪んでいるが、土坑62を 除き方形に近い。掘方上面の直径は

94～ 126″ を測り、壁面はほぼ垂直に掘 られている。底部は平坦である。柱痕跡等は認められな

かったが、掘り方の配置等からいわゆる竪穴住居とは異なる建物であった可能性が強い。

遺物には縄文土器片、打製石斧、横刃型石器などがある。

時期は縄文時代中期後半に位置付けられる。

埋設土器 2

0        1m
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0         2 nl

挿図91 KID方 形柱列址 l,(土坑58059060061062・ 63)
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② 方形柱列址 2 〔土坑65～ 70〕  (挿図92)

調査範囲の東端のC2h8を 中心とする土坑和の中に検出された。北西隅が 5号住居址に接す乙

方形柱列址1か らは東へ7″ を測る。ほぼ東西に3個ずつ並んで確認された。規模は6× 3″ を

測る。長軸方向主軸はN80° Eを示す。長軸方向の掘方と掘方の間隔は西側が長く3.25″ 、東側が

2.75″ を測る。平面形は直径 1～ 1.3″ を測り、ほかの土坑の切り合いもあるため歪んでおり、

不整円形を呈する。壁面はほぼ垂直であるが、部分的に袋状に壁中程が遮、くらみを持つ土坑もあ

る。北側の掘方は 3個 とも底部近 くに段を持つが、底部は皆平坦に近いものである。土坑68の 中

央部には皆平坦に近いものである。土坑68の 中央部には柱の圧痕と考えられる凹みが確認されれ

本来の上屋構造は不明であるが、掘立柱建物址 と考えられる。

出土遺物は比較的多い。縄文土器片・土製円板 ・打製石斧・凹石などがある。

時期は縄文時代中期後半に位置付けられる。

0

挿図92 KID方形柱列址 2,(土坑 65。 66067・ 68・ 69。 70)

／
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十
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③ 方形柱列址 3 〔土坑93～ 98〕  (挿図93)

南東の調査区のほぼ中央に検出された。 B2′ 11を 中心に北東、南西方向に 3個ずつ 2列 に並

んでいる。規模は 6.6× 3.2″ を測る。長軸方向主軸はN31° Eを示魂 方形柱列址 1・ 2がJ助 らゝ東

へ軸を振 っているのに対 し逆側へ振 っており時間差が感じられる。長軸方向の掘方と掘方の間隔

は 3.3″ を測る。掘方平面形は直径 1.25″ を測るほぼ円型で調査 した方形柱列址の中では一番整

っている。壁面はほぼ垂直面を成 し、底部は平坦である。方形柱列址 1・ 2同 様に掘立柱建物址

と考えられる。

遺物は比較的多 く出土 した。縄文土器片・土偶の頭 。打製石斧・横刃型石器などがある。

時代は縄文時代中期後半に位置付けられる。                (佐 合英治 )

挿図93 KID方形柱列址 3,(土坑93094095096。 97・ 98)
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16)土    坑

調査範囲内全域から単純に土坑としたものだけで合計86基の土坑が発見たれた。個々について

は以下に記すとおりであるが、それぞれの性格等を具体的にとらえることは困難である。

時代的には、縄文時代中期後半のものが主体となり(住居址との強い関連を窺 うことができる。

また、縄文時代中期初頭に位置づけられるものも、本遺跡の大きな特徴を示すものとして位置づ

けることができる。

当然、住居址など全遺構を統合 した検討が必要であるが、本遺跡 (集落)の中で大きな意味を

持つ遺構群であるといえる。                        (小 林正春 )

① 土坑 1 (挿図96)

C2c23に 位置 し、21号住居址に上部を削 られ、北側壁のみが本来の高さを残 している。また、

東側は21号住居址の柱穴に切 られる。 1.4× 1.3″ の不整楕円形を呈 し、底部はほぼ平坦であるが、

南側へわずかに傾斜 している。深さは70θπを測り、壁面はゆるやかに立ち上がり、断面形は逆台

形となる。

覆土中より、沈線文を施 した縄文時代中期後半の土器片、黒曜石剥片、硬砂岩の小型打製石斧

が出土 しており、時期は縄文時代中期後半である。

② 土坑 3 (挿図96)

Dl w6に位置 し掘立柱建物址20の 柱掘方に切 られる。1.5× 0.7″ の不整長方形を呈 し、底部 は

ほぼ平坦であるが、深さは最深部でも166π と浅 く、断面形は皿状を呈する。

灰色粘質土の覆土中から、縄文時代中期の土器片と掘立柱建物址20に 関係するとみられる須恵

器 。土師器の小片が出土 しているが、時期の確定はできない。

③ 土坑4 (挿図96)

Dlx6に 位置する。 1.4× 0.5″ の不整長方形で、東側壁下中央附近に50× 40θπの楕円形の落ち

込みがあり2段 となる。深さは下段底部でも20θπ、それ以外は166π と浅い。壁はほぼ垂直に立ち

あがる。

灰色粘質土に黄色土が混 った覆土の中からわずかに土器片 。黒曜石剥片が出土 しているが、時

期決定はできない。

④ 土坑 5 (挿 図96)

D2mlに 位置 し、南壁は 1号 住居址に切 られる。 5。 9× 2.5形 を測 りきわめて大きな不整形

の土坑である。底面 、壁面 ともに凹凸があ り、不規則である。深さは最深部で60cmを測り、
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断面形も不整形である。

遺物の出土はなく時期は不明である。

③ 土坑 6 (挿 図29)

C2d14に位置 し、土坑 7と 切り合うが新旧関係は不明である。 0.6× 0.5″ の不整円形と想定

される。底部はほぼ平坦で深さ65θπを測る。南側の壁はおおきくえぐられ、北側は垂直に立ちあ

がるため、断面形は台形状となる。

覆土中からは横刃型石器が 1点出土 したのみであり、時期は不明である。

③ 土坑 7 (挿 図29)

C2d14に 位置 し、土坑 6・ 8。 9と 切 りあうが新旧関係は不明である。想定 1.0× 0.9″ の楕

円形で、底部はほぼ平坦で深さ30θπを測るが、ほぼ中央に46号住居址の柱穴とみられる穴が認め

られた。北西の壁はえぐられており、他は垂直に立ち上がり断面形は台形状となる。

出土遺物は皆無で時期等不明である。

⑦ 土坑 8 (挿 図29)

C2d10に位置 し、土坑 7と 切り合うが新旧関係は不明である。想定の O.8× 0.7″ の楕円形は

276π を測る。断面形は中央部がやや凹む鍋形を呈する。

出土遺物はなく時期は不明である。

③ 土坑 9 (挿 図29)

C2e14に 位置 し、土坑 7・ 10と 切り合うが新旧関係は不明である。想定で 0.6× 0.4″ の不整

楕円形をなし、底部は平坦で深さは50θπを測る。北壁が大きくえぐり込まれ、南壁は垂直に立ち

あがり、断面形は台形状となる。

出土遺物はなく時期等不明である。

① 土坑10 (挿 図29)

C2e14に位置 し、土坑 9と 切り合うが新旧関係は不明である。想定で 13× 0.9″ の不整楕円

形を呈 し、底部はほぼ平坦で深さは266π を測る。比較的ゆるやかに立ち上がる北壁の他はほぼ垂

直に立ち上がり、断面形は逆台形である。

出土遺物はなく時期等不明である。
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⑩ 土坑H (挿 図98)

D2k6の 30号住居址内に位置する。当初住居址と別遺構と考えたが、30号住居址覆土と同様の

漆黒色土が入り、総体で住居址 と一体の施設と判断される。

① 土坑12 (挿 図95)

C275に位置 し、 1.2× 0.8″ の不整楕円形を呈する。底部は平坦で深さ50θπを測る。壁は丸

味をもちながらも急角度に立ち上がり断面は鍋形を呈す。覆土の2/3ま でに10～ 3,πの礫が多数含

まれていた。

遺物は比較的多く、縄文時代中期土器・横刃型石器 。剥片石器などがあり、土器には器形の知

れる深鉢 3個体分もある。

時期は縄文時代中期後半である。

⑫ 土坑13 (挿図96)

C2f llに 位置 し、44号住居址の床面で検出され掘立柱建物址 8の柱掘方に切 られる。想定 1.0×

0.9″ の不整円形で、深さは住居址床面から30Cπ を測る。底部はやや西に傾 くが、平坦である。

壁は北側がほぼ垂直に立ち上がり、断面は逆台形を成す。

遺物の出土は比較的多く、縄文時代中期土器 。打製石斧・横刃型石器などがあり、縄文時代中

期に位置づけられるが総体からみて、44号住居址に関連する施設の可能性が強い。

⑩ 土坑14 (挿 図95)

Dlt10に位置し、径 75θπの不整円形である。底部には凹凸があり整っていない。深さは最深

部でも146π とごく浅く、壁面はゆるやかで、断面は皿状を呈する。

出土遺物には、泥線文系の深鉢 1個体分がある。ほかに頭部と右足を欠 く小型の土偶が出土 し

ており、縄文時代中期初頭の遺構である。

⑭ 土坑15 (挿図95)

D2h7に 位置 し、17号住居址のカマ ドに切 られるが、 1.6× 1.4″ の 不整形と想定される。底

部はおおむね平坦で深さ35Cπ を測る。確認できた壁面は、丸味をもちながらも比較的急角度で立

ち上がり断面は舟形を成す。底部中央に径306π 程の花商岩自然石が置かれる。

出土遺物は比較的多 く、底部を欠 く沈線文系の深鉢・黒曜石片などがある。出土遺物か ら縄文

時代中期初頭に比定される。
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⑮ 土坑16 (挿図98)

Clq9に 位置 し、掘立柱建物址 15・ 17の柱掘方に切 られる。想定で 16× 0.5″ の長楕円形を呈

する。深さは20θπと比較的浅く、壁面は比較的急角度で立ち上がる。断面は皿状を成す。

出土遺物として、漆膜が重層となって出土 し、漆器が重ねて埋置されたと考えられる。また、

種類はわからないが若千の骨が出土 しており、古墳～中世の遺構で、中世の可能性が強い。

① 土坑17 (挿図94)

Clw14、 58号住居址の柱穴を切 って検出した。 1.0× 0.8πの不整楕円形を呈する。底部は北西

にむかって多少傾斜 しており、深さは北西壁直下で406π を測る。壁は東南倶Jが えぐられ、北西側

がゆるやかに立ち上がるため、断面形は不整台形状を呈する。

出土遺物には、縄文・隆帯文・沈線文などを施 した土器片・横刃型石器などがあり、縄文時代

中期初頭に位置づけられる。

① 土坑18 (挿 図94)

Clw14に 58号 住居址の壁を切って検出した。 1.0× 0,7Zの 不整楕円形を呈す。底部は平坦

で深さは50θπを測る。壁面はゆるやかに立ち上がり、断面は逆台形を成す。

覆土からは沈線文を施 した土器片・横刃型石器・黒曜石が出土 しており、縄文時代中期初頭に

位置づけられる。

⑬ 土坑19 (挿 図94)

Clv13の 59号住居址の床面で検出され、住居址との新旧関係は不明である。 1.0× 0.8″ の不

整楕円形を呈する。床面の中央部がやや低 く606π を測り、断面は鍋形を成す。

覆土からは隆帯 と沈線文を施 した土器片が出土 し、縄文中期初頭に位置づけられる。

⑩ 土坑20 (挿図96)

Cls16の 54号住居址床面上に検出し、北側で炉址に切 られている。 1.5× 1.4″ の不整形で底

部は南北で二段となる。最深部で406π を測る。南東側の壁は、中程に稜を持ちながらゆるやかに

立ちあがりそれ以外も緩やかである。

覆土より土器片が出土 しており、縄文時代中期後半に位置づけられる。

⑩ 土坑21 (挿図96)

Dlt 4の 27号住居址南隅の床面上で検 出した。 1.3× 1.1″ の不整方形を呈 し、深さは506π を

測る。底部は南半分壁際から中央にわずか傾斜 しているが、ほぼ平坦である。壁面は、南西側が

ほぼ垂直に立ち上がり、他の面 も比較的急角度である。
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覆土より、出土遺物は比較的多く、土器片・椀形の ミニチュア土器 。凹石 。打製石斧 。横刃型

石器などがあり、縄文時代中期後半に位置づけられるが、27号住居址 と関連する施設である可能

性が強い。

② 土坑22 (挿図98)

Clq12に 位置 し、 53・ 61号住居址を切っていたものと思われるが、住居址を掘 り下げた後に

検出したため、全体形・規模とも不明確である。深さは206π程度で比較的浅 く壁面 もゆるやかに

底部へつながり、断面形は浅い鉢状をなす。

覆土より、土器片 。須恵器の不片 。横刃型石器 。硬砂岩剥片が出土 しており、時期の特定はで

きない。

⑫ 土坑23 (挿図95)

Cl p25に 位置 し、 0.7× 0.6″ の楕円形を呈す。底部はゆるやかな曲面を成 しそのまま壁面へ

つながる。深さは10Cπ とごく浅 く、断面は浅鉢形をなす。南束の壁際に径 15επ・深さ20`π ほどの

小穴を持つが、性格は不明である。

出土遺物は比較的多 く、縄文及び沈線文を施した深鉢 1個体があり、縄文時代中期初頭に位置

づけられる遺構である。

④ 土坑24 (挿図95)

Clq24に 位置 し、 0.7× 0.6形 の楕円形を呈する。底部は緩やかな曲面を成 し壁面へつながる。

深さは15επとごく浅い。断面は浅鉢形をなす。

出土遺物には沈線文系の土器と打製石斧片・黒曜石片・粘土塊があり、縄文時代中期初頭に位

置づ く遺構である。

② 土坑25 (挿図20)

Cl o21に 位置し、南側の一部は、未調査区にかかる。また北側は36号住居址の柱穴に切 られる。

想定で 1.7× 1.lZの 楕円形を呈する。底部はほぼ平坦で深さ74θπを測る壁は全体的に緩やかに

立ち上がり、断面は逆台形となる。

出土遺物には、土器片 。打製石斧・横刃型石器があり、縄文時代中期後半に位置づけられる。

④ 土坑26 (挿図95)

Clq23に 位置 し、36号住居址の柱穴 と切り合うが新旧関係は不明である。想定で径20πの不整円

形を呈す、底部は平坦で深さ70Cπ を測る。断面形は逆台形を成す。覆土は焼土を含み10～ 406π の

礫が混入する。
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遺物は比較的多 く礫間から土器片 。打製石斧・横刃型石器 。黒曜石が出土 し、時期は縄文時代

中期後半である。

④ 土坑27 (挿図98)

D2d9の 7号住居址床面下 。14号住居址に切 られて検出した。想定 1.9× 1.4″ の不整楕円形、

平坦な底部までの深さは376π を測る。壁面は比較的急な傾斜で立ち上がり、逆台形を成す。

出土遺物はなく時期は不明である。

② 土坑29 (挿図95)

CluHに 位置し、 0.95× 0.8″ の不整楕円形で、底部の中央がやや低くなり深さは15θπとごく

浅い。ほぼ垂直に立ち上がる北壁以外は緩やかで、断面は舟底形を成す。

暗褐色土の覆土からは、沈線文を施した深鉢の口縁が 2個体分と横刃型石器 。土師器高不が出

土 した。土師器は後の混入品であり、縄文時代中期後半に位置づく遺構である。

④ 土坑31 (挿図95)

C2k17に位置 し、 0.6× 0.45 ηZの 不整楕円形で、底部は緩やかな曲面を成 しそのまま壁面へ

つながり、深さは15θπと比較的浅い。東側の壁は稜を持ちながら他の壁より緩やかに立ち上がる。

覆土からは、沈線文を施 した小型深鉢 1個体分・横刃型石器 。石鏃 。打製石斧・黒曜石・硬砂

岩が出土 し、縄文時代中期後半に位置づけられる。

④ 土坑32 (挿図94)

D2m3に 位置 し、土坑33に 切られる。径 0.8物 の円形と想定できる。底部の中央がやや凹み、

深さは406π を測る。壁面はほぼ垂直に立ち上がり、断面は鍋形を呈す。

出土遺物は比較的多 く、土器片 ・横刃型石器剥片などがあり、縄文時代中期初頭に位置づけら

れる。

⑩ 土坑33 (挿図94)

D2m2に 位置 し、土坑32を 切る。径 1.0″ の円形と想定される土坑である。底部の中央がやや

凹み深さは506π を測る。壁面はほぼ垂直に立ち上がり、断面は鍋形を成す。

出土遺物は少なく、土器小破片・硬砂岩及び黒曜石の剥片があるが、遺構の時期は確定できな

い 。

① 土坑34 (挿図94)

Dlrlに位置 し、径 1.lπの円形を呈す。底部は中央が凹み、そのまま壁へつながる。深さは最
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深部で256π を測る。北西の壁には稜がある。

出土遺物はあまり多 くない。若千の土器片と横刃型石器があり、これらから縄文時代中期初頭

に位置づけられる。

⑫ 土坑36 (挿図96)

Clt 21に 位置 し、ロームマウンドを切 り、 1.6× 1.3″ の不整隅丸方形を呈す。土坑中央に底

部からさらに606π の深さを測 り北側の壁に稜をもつ小穴がある。土坑の底部はこの小穴にむかっ

てやや傾斜 しており、深さは検出面から50`π を測る。壁面は比較的急角度で立ち上がる。

出土遺物には土器片と敲打器 。砥石があり、縄文時代中期後半の遺構である。

① 土坑37 (挿図95)

Cl m19に 位置 し、12号住居址の床面下で検出した。1.15× 1.0″ の楕円形を呈 し、底部を多数の

小穴が切り整っていない。深さは最深部で406π を測る。壁面はほぼ垂直に立ち上がる。

出土遺物はなく、時期は不明である。

② 土坑38 (挿図98)

D2flに 位置 し、22号住居址にきられて検出し、想定で径 1.5%の 円形を呈する。曲面をなす

底部は高低差 10Cπ で東から西にむかって傾斜 し、最深部の西壁直下で40Cπ を測る。壁面は底部が

そのまま立ち上がった状態で形成されている。

出土遺物は、硬砂岩片・凹石各 1個 があるのみで時期は不明である。

① 土坑39 (挿図94)

D2f2に位置 し、23号住居址に切 られて検出 した。想定で径 0.8″ の円形を呈する。底部は平

坦で深さ30cmを測り、壁はほぼ垂直に立ち上がる北側以外はゆるやかに立ち上がり、断面は逆台

形を成す。

出土遺物はわずかに土器片 2点があるのみであるが、縄文時代前期に位置づく可能性が強い。

① 土坑40 (挿図94)

D2j4に位置し、建物址 6の柱掘方に切られ、さらに30号住居址 と切り合うが新旧関係は不明で

ある。 2.0× 1.5″ の不整楕円形を呈 し、全体を浅 く掘 り込みさらに北側へ深 く掘 り込んで30`π の

深さを測る。底部は丸みを持つ。掘り込み面で焼土が確認された。

出土遺物には、30号住居址に関連する押型文土器の破片と中期の土器片 。花商岩・硬砂岩片が

あり、縄文時代早期に位置づけられる可能性が強い。
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○ 土坑41 (挿図94)

C2′ 16に 位置 し、39号住居址を切 って検出した。 1.1× 1.0″ の 円形を呈する。底部は平坦で

深さ60Cπ を測り、壁面はほぼ垂直に立ち上がるため、断面はほぼ長方形を成す。

出土遺物には、土器片 。打製石斧・横刃型石器があり、縄文時代中期初頭に位置づけられる。

① 土坑42 (挿図98)

C2a12に 位置 し、概ね径 1.0″ の円形を呈する。底部は中央が凹み、深さは20`π と比較的浅し、

壁はほぼ垂直に立ち上がり、断面は鍋形を成す。

出土遺物はわずかに土器片と横刃型石器があるが、時期は不明である。

① 土坑43 (挿図98)

C2b12に位置 し、径 1.0″ の円形を呈する。底部は平坦で深さ15θπと浅い。壁はゆるやかに立

ち上がり、断面は皿形を成す。

出土遺物はなく、時期不明である。

⑩ 土坑44 (挿図98)

C2f17に位置 し、34号住居址と切り合って検出 したが、新旧関係は不明である。34号住居址の

埋甕を先に調査 したため東側の壁は不明である。想定 2.0× 1.7π の楕円形を呈する。底部は平

坦で深さは40卸を測る。壁面は比較的急角度で立ち上がり、断面は逆台形を成す。

出土遺物は土器片と横刃型石器・黒曜石があるが、時期は不明である。

○ 土坑45 (挿図44)

Clr7に位置 し、掘立柱建物址17の柱掘方に切られ径 1.lπ の円形を呈する。底部は平坦で深さ

は55Cπ を測る。壁面は比較的ゆるやかに立ち上がり、断面は逆台形を成す。

出土遺物はなく、時期は不明である。

⑫ 土坑46 (挿図44)

Cls7に位置 し、掘立柱建物址17の柱掘方に切られる。1.4× 1.0″ の楕円形を呈する。底部は南

JЫこ2段にわかれ、深さはそれぞれ、80・ 90`π を測る。また底部は西から東へやや傾斜 している。

壁面はほぼ垂直に立ち上がる北側以外はゆるやかに立ち上がる。

出土遺物はなく、時期は不明である。

① 土坑47 (挿図44)

Clt7に位置 し、掘立柱建物址17の柱掘方に切 られロームマウンドと切 り合 うが、新旧関係は
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不明である。想定で径 1.2π の円形を呈する。底部は平坦で深さ80cmを測る。壁面はゆるやかに

立ち上がり、断面は逆台形を成す。

遺物の出土はなく、時期は不明である。

○ 土坑48 (挿図44)

Clt6に位置 し、土坑47・ 49に 切 られる。切り合いが多 く、本来の形を想定することができな

い。わずかに残る東南側の底部で、判断する深さは456π である。壁面はゆるやかに立ち上がる。

出土遺物は、土器片及び、打製石斧があり、縄文時代中期後半の遺構と考えられる。

① 土坑49 (挿図44)

Cls6に 位置 し、掘立柱建物址24の 柱方に切 られ、土坑48を切る。想定で概ね径 0.9π の円形

を呈する。底部はほぼ平坦で深さ40mを 測る。壁面は北側でやや急傾斜で立ち上がる以外はゆる

やかな面をなし、断面は逆台形を成す。

出土遺物には、土器が 5片 あり、時期は中期 と考 えられるが、断定はできない。

① 土坑50 (挿図44)

Clv5に 位置 し、小竪穴 2の北壁で確認 した。径 0.9″ の 円形を呈する。底部はほぼ平坦であ

る。確認 した壁高は18卸程度で比較的急角度に立 ち上がる。

遺物の出土 はな く、時期不明である。

○ 土坑51 (挿図44)

Clt5に位置 し、小竪穴 2の 内部に確認 したが、新旧関係は不明である。 1.3× 1.0″の不整楕

円形を呈する。底部は平坦であるが北側へ傾斜 している。残存する壁高は20cm程度で、壁面は北

側がほぼ垂直のほかは、比較的ゆるやかである。

出土遺物はなく、時期等不明である。

○ 土坑52 (挿図44)

Cls5に位置 し、土坑53に 切 られ、 0.8× 0.7物 の楕円形を呈す。底部は平坦で深さは506π を

測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、断面はほぼ長方形を成す。        ・

出土遺物はなく、時期等不明である。

⑩ 土坑53 (挿図44)

Cls5に位置 し、土坑52、 小竪穴 2を切る。 1.4× 1.2″ の不整楕円形を呈すると考えられる。

底部はほぼ平坦で深さは906π を測る。北東側の壁は垂直に立ち上がる以外は比較的ゆるやかに立
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ち上がり、断面は逆台形を成す。

出土遺物はなく、時期等不明である。

⑩ 土坑54 (挿図44)

Clr5に 位置 し、北側は不整楕円形 の落込み と切 り合い、上部の壁が確認できなか つたが、

想定 1.1× 10″ の楕円形を呈する。底部はほぼ平坦で深さは80`π を測る。壁面は比較的ゆるや

かで、断面は逆台形を成す。覆土からは、唐草紋の土器片が 3片 と打製石斧が出土 した。

出土遺物には縄文時代中期土器片 3点 と打製石斧があり、それらから縄文時代中期後半に位置

づけられる。

◎ 土坑55 (挿図44)

Clr4に位置し、掘立柱建物址24の柱掘方に切 られ、土坑56を切る。 1.2× 1.Oπ不整楕円形

と想定 したが、東隅の壁面上部は楕円形のおち込みのため確認できなかった。底部は南北にくび

れたひさご形になるが、西から東へ傾斜 しており、深さはそれぞれ80・ 60cmを測る。西南側の壁

がえぐり込まれている他は、ほぼ垂直に立ち上がる。

出土遺物には、縄文時代中期土器片、横刃型石器、黒曜石剥片があり、それらから縄文時代中

期後半に位置づく遺構である。

⑫ 土坑56

Clr4で土坑55に 切 られて検出した。 1.6× 1.0″ の不整楕円形を呈する。北西側が残るだけ

の底部は土坑55に むかってやや傾斜 しているがほぼ平坦で深さ45`π を測る。壁面はゆるやかに立

ち上がり、断面は逆台形を成す。

出土遺物はなく、時期等不明である。

○ 土坑57 (挿図44)

Clq5に位置 し、掘立柱建物址24の 柱掘方に切 られる。3.2× 1.5形 と比較的大きな土坑で、底

部は凸凹を持ちながら南へ向か ってやや傾斜 しており、深さは最深部で506π を測る。壁面はゆる

やかに立ち上がつている。

出土遺物には、縄文時代中期土器片、磨製石斧があり、縄文時代中期初頭に位置づけられる可

能性があるが断定はできない。

○ 土坑64 (挿図98)

Cl r17に 位置 し、 1.2× 1.0″ の不整楕円形を呈する。底部は南東から北西へ 3段 となり、深
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さはそれぞれ27・ 20。 106π を測る。壁面はゆるやかに立ち上がっている。

出土遺物には、縄文時代中期土器片 。横刃型石器片があり、縄文時代中期後半に位置づく遺構

の可能性が強いが断定はできない。

① 土坑71 (挿 図97)

Cl18に位置 し、 0.8× 0.6形 の不整楕円形を呈 し、深さは1 0θπとごく浅い。底部は丸みをも

ちそのまま壁面となり、断面は半円形を成す。

覆土中には比較的大きな石を含み、遺物としては縄文時代中期土器片・硬砂岩 ・黒曜石石鏃

が出土 し、それらから縄文時代中期後半の遺構と考えられる。

① 土坑72 (挿図97)

C218に位置 し、土坑73に切られる。径 0.9″ の円形を呈 し、深さは10`π とごく浅い。底部は

丸みをもちそのまま壁面となり断面は半円形を成す。

出土遺物には、縄文時代中期土器片と横刃型石器があり、それらから縄文時代中期後半に位置

づくと考えられるが断定はできない。

○ 土坑73 (挿図97)

C2h8に 位置 し、土坑72を切る。径 1.0″ 程の円形を呈する。底部は平坦で深さ40Cπ を測る。

ほぼ垂直に立ち上がる西側壁面の他は比較的ゆるやかに立ち上がり、断面は逆台形を成す。

出土遺物には、縄文時代中期土器片・横刃型石器があり、縄文時代中期後半に位置づく遺構の

可能性が強いが断定はできない。

① 土坑74 (挿図97)

C219に 位置 し、土坑78を切る。径 0.8″ 程の円形を呈する。深さ20Cπ で、中央がやや凹みそ

のまま壁面 となり立ち上がり、断面は浅鉢形を成す。

出土遺物はなく、時期等不明である。

① 土坑75 (挿図97)

C2'9に 位置 し、方形柱列址の掘方 を切 り、小さな穴に切られる。また、土坑76と 重複する

が、新旧関係は不明である。 1.6× 1.2形 の楕円形を呈 し、深さは 156π を測 り、底部は丸みをも

ちそのまま壁面として立ち上がり、断面は浅鉢形を成す。

覆土からは爪型紋を施 した土器片が出土 した。縄文時代中期である。

出土遺物には、縄文時代中期土器片があり、それから縄文時代中期後半の遺構と考えられる。
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⑩ 土坑76 (挿図97)

C2′ 9に位置 し、小さな穴に切 られ土坑75と 重複するが、新旧関係は不明である。 1.3× 0.9″

の不整楕円形を呈する。底部は深さ10Cπ とごく浅 く、丸みを持ちなが ら壁面としてゆるやかに立

ち上がる。西壁際に40× 306π 程度のおち込みを持つが性格は不明である。

出土遺物には縄文時代中期土器片があり、それから縄文時代中期後半の遺構 と考えられる。

① 土坑77 (挿図97)

C279に 位置 し、方形柱列址の掘方 と重複する。 1.6× 1.0″ の不整楕円形を呈する。底部

は平坦で156π とごく浅い。壁面は北側がゆるやかに立ち上がる以外はほぼ垂直に立ち上がり断面

は舟形を成す。

出土遺物はなく、時期等不明である。

⑫ 土坑78 (挿図97)

C2i8に位置 し、土坑74に 切 られ、方形柱列址の掘方 と重複す るが、新旧関係は不明である。

1.4× 0.8″ の不整形を呈する。底部は平坦で深さ306π を測る。北側壁際に小穴を持つ。壁面は

比較的ゆるやかで、断面は送台形を成す。

出土遺物はなく、時期等不明である。

① 土坑79 (挿図97)

C2h8に位置 し、方形柱列址 の掘方 と重複す るが、新旧関係は不明である。径 0.7″ の円形

を呈 し、底部は南から北へやや傾斜をし、深さは最深部で406π を測る。壁面はほぼ垂直に立ち上

がっている。

出土遺物はなく、時期等不明である。

○ 土坑80 (挿図52)

C2h23に 位置 し、溝状の落ち込みに北側の上部を切 られる。 1.5× 1.1″ の不整楕円形を呈す

る。底部はほぼ平坦で深さは206π と比較的浅い。北側壁直下にはごく浅い落ち込みがみられる。

断面は逆台形を成す。

出土遺物には、縄文時代中期土器片・チャー ト片があり、縄文時代中期後半に位置づ く遺構で

ある。

① 土坑84 (挿図52)

C2h23に位置する。 0.8× 0.6″ の不整楕円形で、底部・壁面 ともに凹凸があり整っていない。

深さは最深部で346π を測る。
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覆土より出土 した条線紋の土器 1片から、縄文時代中期初頭 とした。

出土遺物は、縄文時代中期土器片 1点のみであるが、それによれば縄文時代中期初頭の遺構で

ある可能性が強い。

① 土坑85 (挿図98)

C2a7に位置 し、径 1.2″ の円形を呈する。底部は平坦で深さは306π を測るが、北東側には小

穴があるが性格は不明である。壁面はほぼ垂直に立ち上がり、断面は長方形に近い。

遺物の出土はなく時期等不明である。

○ 土坑86 (挿図96)

Clr9に位置 し、 1.2× 0.9″ の隅丸方形を呈する。底部は小穴があり、凹凸がある。深さは

最深部70`π 、浅いところで446π を測る。壁面は比較的急角度に立ち上がっている。

出土遺物には、縄文時代中期土器片・黒曜石剥片があり、それらから縄文時代中期後半に位置

づく遺構である。

〇 土坑87 (挿図96)

Cls9に位置 し、南側は別の土坑を切る。径 1.0形 の円形で深さは60θπを測る。底部は平坦で

壁面は垂直に立ち上がり、断面はほぼ長方形を成す。

覆土から縄文時代中期の唐草紋の土器片が出土 した。

出土遺物には、縄文時代中期土器片 。黒曜石剥片があり、それらから縄文時代中期後半に位置

づ く遺構である。

① 土坑88 (挿図97)

Cl y18に 位置 し、掘立柱建物址 1の柱掘方に切 られる。1.8× 1.4″ の不整楕円形を呈 し、北隅

には70× 606π の小穴を持つ。底部は 2つ にわかれそれぞれ平坦で深さも50θπと同 じ。南側の中央

付近に底部から深さ406π を測る小穴がある。壁面は比較的急角度で立ち上がる。

出土遺物には縄文時代中期土器片・磨石 。黒曜石剥片があり、それらから縄文時代中期後半に

位置づ く遺構である。

⑩ 土坑89 (挿図97)

C2k21に 位置 し、2号住居址の床面下で検出した。32号住居址 と切り合うが新旧関係は不明で

ある。 2.1× 1.9″ の楕円形を呈 し、底 部は平坦で65θπを測るg壁面は比較的急角度に立ち上が

り、断面は逆台形となる。

出土遺物は多 く、縄文時代中期土器片・横刃型石器・黒曜石剥片などがあり、それらから縄文
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時代中期後半に位置づく遺構である。

○ 土坑90 (挿図94)

ClxHに位置する。 0.9× 0.8″ の楕円形で深さは306π を測る。断面は逆台形を成す。

覆土から爪型紋の土器片 ・黒曜石・緑泥岩が出土 した

出土遺物には、縄文時代中期土器片・黒曜石及び、緑泥片岩の剥片があり、それらから縄文時

代中期後半に位置づ く遺構である。

⑫ 土坑91 (挿図66)

Cli17に位置 し、72号住居址と切り合うが新旧関係は不明である。 1.5× 1.4″ の隅丸方形を

呈する。底は北東側でくびれ凹字形になり、深さは20θπと比較的浅い。中央付近には10～ 15`π 大

の石が入った箇所があり、別の穴の可能性 もあるが断定はできない。

出土遺物には、縄文時代中期土器片 。打製石斧片・黒曜石剥片があり、それらから縄文時代中

期後半の遺構 といえる。

④ 土坑92 (挿図66)

Cl h15に 位置 し、72号住居址を切る。 0.6× 0.6″ の隅丸方形を呈する。底部は平坦で深さは     |
276π を測る。壁面は垂直に立ち上がり、断面はほぼ長方形となる。                   |

出土遺物には、縄文時代中期土器片 。打製石斧片があり、それらから縄文時代中期後半に位置

づ く遺構といえる。

④ 土坑99 (挿図99)

B2f10に 位置 し、土坑 100と 重複するが、新旧関係は不明である。 1.0× 0.6″ の不整楕円形

を呈する。30Cπ の深さを測る。底部は丸みをもちそのまま壁面となり立ち上がるため、断面は碗

状になる。

出土遺物は比較的多 く、縄文時代中期土器片、ピエス 。ェスキーユがあり、それらから縄文時

代中期後半の遺構 といえる。

① 土坑 100 (挿図99)

B27Hに位置 し、土坑99。 101・ 109と 重複するが、新旧関係は不明である。 1.6× 1.5形 の

不整方形を呈する。深さ406π の底部は平坦であり、ごくゆるやかに立ち上がる東壁とややゆるや

かな西壁以外は確認できなかった。

出土遺物は比較的多 く、縄文時代中期土器片があり、それから縄文時代中期後半の遺構といえ

る。
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④ 土坑 101 (挿図99)

B2711に 位置し、土坑 100・ 109と 重複するが新旧関係は不明である。1.4× 1.3″ の不整楕円

形を呈する。底部は平坦で40θπを測り、壁面は比較的急角度に立ち上がり、断面は逆台形を成す。

遺物の出土はなく、時期等不明である。

〇 土坑 102 (挿図99)

B2f13に 位置するが、南側は未調査となり、全体形は不明である。調査部分で 1.0× 0.5″ の

半円形。底部は平坦で深さは15θπとごく浅い。断面は皿状を成す。また北壁には小穴があったが

性格は不明である。

出土遺物には、横刃型石器があるが、時期決定には至らなかった。

④ 土坑 103 (挿図99)

B2夕 13に 位置し、径 0.7″ の円形を呈する。底部は中央がやや凹み深さは30Cπ を測る。壁面は

ほぼ垂直に立ち上がり、断面は鍋形になる。

遺物の出土はなく時期等不明である。

⑩ 土坑 104 (挿図99)

B2h13に 位置 し、 1.0× 0.8″ の不整形を呈する。底部はほぼ平坦で深さは406π を測る。東壁

には稜があるためゆるやかであるが、他の面はほぼ垂直に立ち上がっている。

遺物の出土はなく時期等不明である。

⑩ 土坑 105 (挿図99)

B2i14に位置 し、 0.9× 0.8″ の不整形を呈する。 底部はほぼ平坦で深さは406π を測る。西壁

がゆるやかに立ち上がる他は、ほぼ垂直に立ち上がり、断面は逆台形を成す。

遺物の出土はなく時期等不明である。

① 土坑 106 (挿図99)

B2h12に 位置し、 0.8× 0.8物 の隅丸方形を呈する。 底部中央にはごく浅い落ち込みを持ち、

南西へわずか傾斜するが平坦で深さ2,π を測る。壁面は比較的急角度で立ち上がり、北側の壁に

は稜がある。

出土遺物には横刃型石器があるが、時期の決定には至らなかった。

⑫ 土坑 107 (挿図99)

B2h12に位置し、径 0.8″ の円形を呈する。底部は平坦で深さは306π を測る。壁面は、比較的
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急角度で立ち上がり、断面で逆台形を成す。

遺物の出土はなく時期等不明である。

⑩ 土坑 108 (挿図99)

B2j13に 位置 し、未調査区にかかり全体形は不明である。調査できたのは西南側の壁付近の

みである。底部はほぼ平坦で深さ206π と比較的浅い。底部の南隅には深さ506π の小穴があるが性

格は不明である。

覆土からは紋様不明の土器片・横刃型石器・打製石斧 。黒曜石が出土 した。縄文時代中期の遺

構とした。

出土遺物には、縄文時代中期土器片 ・横刃型石器・打製石斧 。黒曜石剥片があり、それらから

縄文時代中期後半に位置づ く遺構といえる。

○ 土坑 109 (挿図99)

B2′ Hに位置 し、方形柱列址の掘 り方に切 られ、土坑 100・ 101と 重複するが新旧関係は不明

である。底部は平坦で深 さ306π を測 る。壁面 は比較的急角度で立ち上が り、断面 は逆台形を成九

出土遺物には、縄文時代中期土器片があり、縄文時代中期後半の遺構 と考え られる。

① 土坑 110 (挿図98)

Cl w15に 位置し、48号住居址を切る。径 1.2″ の不整円形を呈する。底部はほぼ平坦で深さ

406Zを測る。西側よりの底部は48号住居址の柱穴が残 っている。壁面はゆるやかに立ち上がって

おり断面は逆台形である。

覆土からは条線紋を施 した土器片 。打製石斧剥片が出土 しているが時期は不明である。

出土遺物には、縄文時代中期土器片・打製石斧片 。敲打器があり、縄文時代中期後半の遺構で

ある可能性が強いが断定はできない。

① 土坑 Hl (挿 図65)

C l h25に位置するが、北東側は未調査区にかかり全体形は不明である。調査部分で16× 1.1タ

の半円形を呈する。底部は北東方向へやや傾斜 し、最深部で406π を測る。壁面はゆるやかに立ち

上がっている。

覆土からは、紋様不明の土器片と横刃型石器 ・凹石が出土 したが、時代決定には至 らなかった

出土遺物には、縄文時代土器片・横刃型石器 。凹石があるが、時期等の決定はできない。

(吉川 豊 )
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(7)溝    址

① 溝址 1 (挿図53・ 54)

調査区北東側境に平行に検出 した。 1・ 2・ 3号住居址を切 っているが、上部と下部は削平さ

れ検出できなかった。長さは約20θπ確認 したが、この台地を縦断 していたものと推測される。中

は上部で506π あり、断面形はほぼU字形をなし、所々に水流による凹みがあった。

遺物は、切 っている古墳時代住居址と同 じ土師器がほとんどで、縄文時代の遺物も少量混入 し

ていた。斜面をほぼ直線に西下 しており、用水路的な人為的な施設と推測される。

時期は切り合い関係から古墳時代後期より新 しいことを把握 したが確定できない。

(佐 々木嘉和 )
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めとま

以上、本遺跡の調査結果につき、その事実を呈示 したわけであるが、調査前の予想をはるかに

越える遺跡の内容があり、その資料の数 も膨大で、十分な整理もできず、細部にわたる検討 も不

可能といわぎるを得ない状況下にあるといえる。具体的には今後のより深い考究により、資料が

史料化され、北田遺跡に残された人々の足跡が歴史の中に位置づけられることを期待 し、ここで

は、現時点で可能な若千の整理といくつかの問題点等を列挙 して、本調査のまとめとしたい。

1.縄 文時代早期

30号住居址と小竪穴 1の存在は、当地方における最初の定住形態を示すものであり、今まで遺

物のみが研究対象となっていた該期において、他地域で発見されている類例資料との比較検討も

可能となり、当地方における類例資料の発見も当然予想されるとともに、考古学の持つ本来の目

的の 1つである人間の生活追求に 1歩近づくことができるのではと考えられる。

また、出土土器はいわゆる押型文土器であるが、その主体は関西から東海地方に主たる分布域

のある大川式系に属するもので、当地方編年では立野式土器に含まれるものといえるが、その供

伴する格子目文、山形文とのあり方などから、該期文化の伝播経路や当地方に押型文土器の定着

する過程等を研究する上からも好資料といえる。

2.縄文時代中期

当地方において該期集落の調査例は数例あるが、それらと共通する点が多いことは事実である

が、また新 しい事実のいくつかも見い出すことができる。

まず、本遺跡における該期当頭段階の土坑群の発見は何を意味するのであろうか。10基 に近い

土坑があるにもかかわらず、 1軒の住居 も検出されていない。検出された土坑のいずれもが舌状

台地先端部に限 られていること、いずれの土坑も本来は土器を伴う可能性が強いことなど一定の

約束事があったのではと推測される。それにより、本遺跡に隣接するいずれかに居住する空間二

住居の分布する箇所があることが予想される。また、出土土器は当地方に類列の乏 しいもので、

諏訪地方のものとの共通性が強 くみられる。

次に本調査において最も多数の遺構 。遺物が発見された該期後半についてであるが、その分布

は調査範囲全体、つまり、舌状台地のある程度の平坦面全域にあるといえる。住居址についてみ

ると、その形態や出土土器の様相から少なくとも3～ 4時期にわたる集落であったことがわかる。

土器による検討は不十分であるが、遺構の形態によると、以下のように 3段階に大別可能といえ

る。

第 1段階として比較的浅い掘り込みの竪穴で、円形の平面形を呈 し、炉の掘り込みも浅 く礫を

円形に床面上に並べた程度というものである。
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第 2段階は、検出された住居址数は最も多 く、詳細の検討によりさらに時期区分される可能性

もあるが、次のような共通点がある。平面形は隅円方形を基本とし、四隅に 4本 の主柱穴を有 し、

炉の形態 もしっかりとした方形に大きな石を組み、かなり深 く掘 り込まれている。更にほとんど

例外なしに入□部とみられる位置に埋甕を置いている。

第 3段階は、前段階でしっかりと造られていた竪穴 も若干不整形 となり、炉の規模も若千小型

化し、埋甕を持たなくなる。

以上のように少なくとも 3段階の小期に分割が可能といえるが、縄文時代中期でいえばいずれ

も後半段階にあたり、同時に存在する住居数としてはlo軒前後で連続 して集落が営まれたと考え

られる。

次に竪穴住居址 と土坑との位置についてみると、住居址は台地上のほぼ全体に分布するが、土

坑は比較的東側の地形的に高位の側に集中する傾向がある。台地上の土地利用のあり方を検討す

る必要があるのかもしれない。

3.弥生時代後期

弥生時代後期の遺構としては 5軒の竪穴住居址が検出されたのみであるが、調査前にはその存

在がまったく予想 されなかったもので、当上久堅地区における唯一の弥生時代の遺跡 ということ

となり地域史の中で大きな意味を持つものといえる。

住居址の調査範囲内での分布状況は、舌状台地全体に散在 しているが、 1つ の集落のほぼ全容

を知ることができたと考えられる。未確認の住居址があったとしても、 1～ 2軒程度と推測され、

標高 650″ 程の高地における 1つ の単位が示されたといえる。

弥生時代といえば、当然稲作による農業経営がその生産基盤となるわけであるが、西方に位置

する凹地 =湿地帯を利用 しての水田経営があったことは否定できないとともに、住居址の立地す

る台地上にも相当面積の空白地があり、家のまわりでの畑作 も行なわれていたことも推測され&
当地方における山間地の同程度の標高の集落遺跡として、高森町月夜平遺跡があり、また、未

調査ではあるが、弥生時代後期の遺物が出土 したとされる、高標高の遺跡 も何例か知 られており、

弥生時代終末期に何 らかの要因による居住域の拡大、例えば人口の増加 。農業技術等の充実によ

る生産性の拡大等々の社会的に大きな変化のあった時代ではないかとも推測される材料を提供 し

てくれる。

4.古墳時代後期

竪穴住居址17軒 は個々についてみると、当地方該期遺跡の通例のあり方に共通するが、掘立柱

建物址24棟 の存在、標高 650″ を越える地にこれだけの集落が構成された要因を推 し測るとき様

々の問題が提起される。

竪穴住居址と掘立柱建物址は、舌状台地上の全体に分布するが、台地中央部には掘立柱建物址

が何棟か存在する他は総体的に空白部となる。特に竪穴住居址に限ると、台地縁部のみに構築さ

れた事実がみられる。住居址 。建物址ともに同時に存在 した数は調査 した遺構すべてではなく、
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2～ 3時期にわたると考えられるが、それにしても、台地上全体の土地利用についてなんらかの

規制があったことがうかがえる。

竪穴住居 と掘立柱建物の相方が検出されている事実は、何を意味するのかも大きな問題である。

当地方において、現在までの段階で両者の共存を具体的に示された調査例はなく、今後の古墳時

代集落研究に果す意味は多大である。しか し立地等の項でも述べたとおり本遺跡の所在する場所

は標高 650形 を越える山間部であり、天竜川沿いの低位段丘上の生産力と較べ劣悪な条件下にあ

るといわざるをえず、倉庫とも考え られる建物址の複数存在することは単純には解 し得ないこと

である。また一定の時間差はあるが先行する弥生時代の終未に構成された小集落の生産基盤 と大

差ない条件下で単なる農業生産のみが、古墳時代後期後半の統制のとれた集落を成 し得るとも考

え難い。そうした中で具体的に本集落の成因もしくは、かように発達 した要因を求めるのは極め

て困難ではあるが、あえて考究するとすれば、15号住居址とした鍛治工房の存在である。 7世紀

代における当地方において、一定の範囲内の集落で 1軒 の竪穴が完全に工房 として位置づけられ

た例はなく、本集落そのものが、その鍛治工房により規定されていた可能性 もわずかながら見い

出せるのではと考えられる。なお、発掘調査終了後当地を訪づれた葉賀七三男の周辺調査及び本

址出土スケールの検討により、かなり良質の鉄生産のなされた可能性 も指摘されている。

次に本遺跡の古墳時代集落については、隣接する塚穴古墳との関連を考える必要がある。古墳

の位置から見ると、丘陵をはさんで背中合わせの位置にあり、直接の関連は考えられたことは無

かったが、直線距離にすれば 100″ 足 らずの位置にあり、古墳前面はその直下に玉川の川筋があ

り、むしろ直接相対 してはいないが、地形的に連続する本遺跡とのつながりが強いともいえる。

古墳周辺における他の集落が不明な現段階において、本遺跡と塚穴 1・ 2号古墳が直接的な関連

があったとするのがより妥当といえる。

5。 中  世

北田遺跡において、確実な時代を把握できた時代は、前述の古墳時代後期まであるが、調査範

囲内西端部に検出された掘立柱建物址 5は他の建物とは、柱の掘り方 も全体の規模 。構造ともに

異なり中世に位置づけられる可能性が強い。

中世における当地は、神之峯城址の存在が示すように、知久氏を中心にかなりの発達 した様相

を示 しており、知久18ケ寺の 1つが置かれた観音丘陵に接 し、城そのものを一望する位置にある

本遺跡 も当然何 らかの関連があったと推測される。そうした中で、建物 llL 5が位置づけられると

考えられる。

また、調査着手前に地形的に不自然な浸喰谷とみられた、北東部にある掘り込みは、試掘調査

の結果で人為的な掘 り切 りとしてとらえられた。知久氏がこの上久堅の地に移った初期には堀切

川をはさんだ柏原地区に拠を構えたとされ、本遺跡 もその城館に関連した可能性が強 く、その関

連で掘削された掘り切りと考えられるが、それに対応する南側の掘り切りは掘削された痕跡はな

く、工事途中で放棄され神之峯城が整備されたと推測される。
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結局、掘立柱建物址 5と掘削途中の掘り切 りは、知久氏が上久堅の地に移った直後の短期間に

位置づくといえる。

以上、現段階における北田遺跡の発掘調査結果に基づ く若千の整理と、提起される問題点のい

くつかについて列記 したが、総体的に北田遺跡をみれば、縄文時代早期から古墳時代に至る7000

年を越える間、途中とぎれる時期はあるが、標高 650″ を越える山間の当地域の拠点的な集落と

して位置づけられる。

本遺跡にみられるような、山間地における好立地条件の遺跡は、隣接 した箇所へ単期間の本拠

地の移動はあったとしても、比較的長期間にわたる継続的な集落が営まれる可能性の強いことを

示 している。

また、北田遺跡の持つ意義について、本書においてそのごく一部を整理できたのみであり、今

後具体的かつ詳細に資料の検討を行ない歴史史料 として活用される段階に至 つてはじめて北田遺

跡の真の姿が示されるものと考えられる。

最後に、現地での調査中から、本遺跡の文化財 としての意義を深 く理解され、物心両面からご

協力をいただき、その結果として遺跡内の一画に 2軒の復元家屋を造 り、後世に伝えるとともに

神之峯城址 ・塚穴古墳等と合わせ、地域に残された文化財が様々な形でよリー展保護・活用され

ることを期待いたします。 (小林正春 )
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付 編

15号住居址出土 スケールの金属学的分析調査結果

日本産業技術史当会理事

葉  賀  七 三 男

は じめに  (図 版 1・ 2)

昭和62年 8月 23日 付けで岡田正彦先生から、15号住居址出土の試料が届き、分析調査方の依頼

があった。同年 5月 9～ 10日 信州製鉄史 シンポジウムが、諏訪郡富士見町井戸尻歴史民俗資料館

で開催された折、たまたま同席 した先生に、工房と考えられる遺構については、その床面の土を

精査する必要がある旨、お話 しておいた経緯もあって、早速北田遺跡 15号住居址の本来のカマ ド

以外に火床 (ほ ど)を もち、工房と推測される床面からの土を20グ ラム試料 として送付 された。

試料に磁石を近づけると、写真 1の ごとく一部が磁着 し、鉄分の存在が明らかとなった。そこ

で、試料を皿に入れ、水を注いでゆり分けたところ写真 2に示すごとく扁平、粉末状のスケール

(金肌)様のものが 2グ ラムえり分けることができた。手許にあった現代のスケール、昭和54年

に兵庫県養父郡明延 (あ けのべ)鉱山調査の際、同鉱山付属鍛造工場の床面に散っていた試料と

北田出土のものとを比較 したのが写真 3で ある。また、乾燥 したスケールを紙に乗せ、裏に磁石

を当てると写真 4の ごとく美 しく磁化され、一部きわめて微細な粒は、砂鉄ではないかと疑われ

た。

詳細な金属学的、鉱物学的分析調査を、特に東北大学選鉱製錬研究所岡田広吉先生にお願いし

て実施したので、その結果を中心に記載することとする。

X線 による分析結果  (挿図 100。 101)

蛍光 X線分析によって、スケールに含有する主要元素を確認 した結果、挿図 100の とおりほと

んどが鉄であり、それに極 く微量のマンガンを含むことが明らかとなった。これによって、この

鉄関係スケールにはチタンが全 く含まれていないことが把握できた。

X線回析によればスケールを構成する鉱物名が明らかとなるが、北田出土試料は挿図 101の 回

析結果のとおり、″ (マ グネタイト、磁鉄鉱 )、 H(ヘマタイ ト、赤鉄鉱 )、 Q(ク オルッ、石

英 )と W(ウ スタイ ト、酸化第一鉄 )か ら組成されていることが判明した。ウスタイ トの位置が
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く写真 1 試料磁着状況

写真 2 試料水上げ結果

▼    (右 )ス ケール

|   .
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▲

写真 3 スケール比較

(左)北田遺跡

(右 )旦チ]延鉱山鍛造場

写真 4 北田遺跡 スケール

磁化状態    レ

■JL■
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わずかずれているが、特にウスタイ トそのものの存在は、試料が天然の鉱物ではなく、人工物で

ある可能性が強いことを示 している。また、マグネタイ トの多量である点は、試料が磁性を強 く

示すのと深い関係があることが承知される。

X線回析では特に リモナイ ト (褐鉄鉱)が検出されていないが、後述するごとく顕微鏡写真で

は、かなりの量が存在 している。

顕微鏡によ る調査結果  (図版 3・ 4・ 5)

実態 (双眼)顕微鏡による調査では、薄板状から薄葉状の雲母状鉱物が多く、しばしば鉱灰色

で金属光沢をもつものが多い。しか し、破砕 した鉄鉱石様のものや、砂鉄粒 らしい外観のものは

見当らなかった。

実態 (双眼)顕微鏡の調査は、写真 5～ 6の ごとき結果で、スケールも現代のものに比べてか

なり細かいことがうかがえよう。

反射顕微鏡によって、樹脂に埋めた試料を研摩 しその断面を倍率をあげて調査 した結果は、写

真 7～ 10である。全体からみると、細長い板状鉱物が多 く、その主体はマグネタイ トであり、そ

の周辺部分が酸化 してヘマタイ ト化 しており、一部にはソモタイト化 (褐鉄鉱化、水酸化鉄化 )

しているものもある。砂鉄の粒は見当らず、また金属鉄は全 く存在 していないことも把握できた

写真 7は層状をなした特徴がうかがえるが、ほとんどが酸化の度合が進んだ褐鉄鉱である。

写真 8は細長い葉片状のものの断面であるが、これはマグネタイ ト (磁鉄鉱)が大部分であり、

わずかしか酸化 していない。

写真 9はやや大きいスケールの部分であるが、芯になっている灰色部分がマグネタイトで、外

側をとり巻 く白い部分が酸化 したヘマタイ ト (赤鉄鉱)である。

写真10は 、一段と酸化の進んだ段階のスケールで、黒い大きな丸は空隙であり、核となってい

る白い部分がマグネタイ トで、その周囲がやや灰色がかった部分がヘマタイト、その外側にリン

グ状に褐鉄鉱化が進んだ状態が うかがえて、特異な構造を示 している。

以上代表的な構造を示 したが、これらスケールは、かなりの酸化つまり錆化が進んでおり、小

片化 している点からも、時代の古 さを証 しているものと考えられる。

む す び

分析調査結果によって、15号住居址は鍛治工房址であることが明らかとなった。床面の土に重

量で 1割 スケールを含む事実は、かなり鍛冶作業が実施された結果であることを証明している。

また、スケールそのものが酸化が進み褐鉄鉱化 している点は、スケールの発生した時期が古い時

代に属するものと考えられる。
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挿図 100 スケール螢光 X線分析結果
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写真 5 スケール実態 (双眼)顕微鏡写真(1)
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写真 7 スケール反射顕微鏡写真

写真 8 スケール反射顕微鏡写真
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蛍光 X線分析によれば、スケールにチタン分を全 く含まない事実は、鍛冶作業に材料として使

用された鉄は、砂鉄を原料 として生産されたものではなく、鉄鉱石から製錬された鉄材であった

と推測される。

従来の考古学発掘調査では、工房の床面からのスケールについては、ほとんど考察の対象とな

っていないが、ここ数年来福島県相馬地方の大規模製鉄遺跡群に関係 して、特にスケールの残存

に焦点をおいた調査が実施され、三貫地遺跡 (原口地区)に関する「国道 113号バイパス遺跡調

査報告Ⅲ」 (福島県教育委員会、福島県文化財調査報告書第 179集 、1987年 3月 刊 )の ごとく鍛

造剥片 (ス ケール)と して詳細な化学分析、EPMAに よる調査も行われて、基礎 となるデータ

の畜積が始められたが、本調査結果も、今後工房址から出土するスケールを検討する際、重要な

また貴重な手掛 りを与えるものと考えられる。

試料について特別な配慮を賜わった岡田正彦先生、分析調査の実施に尽力された東北大学選鉱

製錬研究所岡田広吉先生はじめ同所分析スタッフの各位に深甚なる謝意を捧げる次第である。
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